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探究活動をとおして学ぶこと 

校長 本 敏郎 
 
東京研修は、「体験活動をとおして自己の生き方や社会での役割を考える」をテーマと

して、本校のキャリア教育プランである「高高未来 Clue Plan」の中心的な取組として平

成 21 年に始まり、今年で 16 年目となりました。平成 25 年に本校が文部科学省からスーパ

ーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）事業に指定されたことを機に、ＳＳＨ事業に組み入

れ、実施しています。 

この研修は、「社会の一員としての役割や責任を考えさせ、自他共に尊重できる生き方

を模索させる」というねらいを達成するため、学校が、受け入れ企業の紹介や研修への協

力を校友会東京支部にお願いして始まりました。以来、企業から出されたテーマについて

の発表やコロナ禍のオンライン実施、個人発表など、探究活動や発表の仕方は年によって

異なりましたが、16 年間続けることができたのは、生徒を受け入れていただいている企業

や校友会東京支部の皆様のご理解とご協力のおかげであり、また、先生方の熱心な生徒へ

の指導や生徒が研修の意義を理解して取り組んでくれたためであると考えています。12 月

はじめにお礼を兼ねていくつかの企業を訪問しましたが、「真摯に取り組んでいた」「自

分たちも生徒から刺激を受けている」などと好意的なお言葉をいただきました。 

今年度の東京研修は、１日目、普通科は企業訪問、理数科は課題研究中間発表（サイエ

ンスコース）と医学科研修（メディカルコース）、２日目は社会問題スタディツアー、ワ

ークショップ、高高校友会講演会、３日目はクラス別研修という構成でした。 

普通科の企業訪問では、４～５人のグループが自ら課題を設定し、その解決策を模索す

る探究活動の成果を企業の方々に発表しました。各グループは、企業の方からの指摘やア

ドバイスを生かして練り直し、校内での予選、そして代表８組がオーレンプラザでの本選

で発表をしました。高校における探究活動や課題研究は、自分の興味や関心に基づいて、

「なぜ？」という疑問から課題を設定し、その解決策の予想、仮説を立て、情報を収集、

収集したデータ等を整理・分析し、まとめ、表現する教育活動だと考えています。したが

って、一連の活動をスムーズに進めることが目的ではなく、試行錯誤し、その過程で何を

得られるかが大切です。うまくいかなかったとき何が問題だったのかを考えたり、自分で

は思ってもみなかったことを周りから指摘され戸惑ったりなどを経験し、時には自分の求

めていた結果にたどり着かないこともあります。それらの経験が、次の活動や大学や社会

で役に立ちます。自分の興味や関心に基づいてという点からは個人で行うのがいいのかも

しれませんが、企業のプロジェクトなどは、所属や専門の異なる人で構成されるグループ

で行われることが多く、異なる知識や考えをもった者が協働して目標を達成するというこ

とも求められています。その点からも今回の探究活動は、複数人で意見を戦わせながら１

つの目標を達成する上でいい経験になったのではないかと考えています。 

 企業訪問では、プレゼンテーションのほかに、企業の取組などについての紹介や社会人

として経験などを聞く機会もあり、自らの進路や職業について改めて考えるよい機会にな

ったと思います。生徒の皆さんには、日本を代表する企業で得たこの貴重な経験を自分の

キャリア形成に生かすとともに、失敗を恐れず何事にも積極的に挑戦し、社会を牽引する

人材となることを切に願います。 

 結びに、この研修の実施に際し、ご尽力いただきました校友会東京支部長の内山郁夫様、

元支部長の佐久間曻二様をはじめとした東京支部の皆様、お忙しい中生徒を受け入れてく

ださった企業の皆様、探究ゼミ学習発表会に審査員として出席いただいた東京支部副幹事

長の矢野智様、幹事の小竹斉様、ご協力いただいた全ての方々に改めて感謝申し上げます。 
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企業訪問・ゼミ活動概要 

≪企業訪問の目的・ねらい≫ 

これからの時代を生きていくための力を伸ばすことを目的とする。伸長を目指す能力は、批判的思考

力（CT）と問題発見・解決能力、コミュニケーションとコラボレーション能力、自立的に学習する力、

ICT(情報通信技術)を確実に扱うことのできる能力、グローバルな認識と社会市民としての意識である。 

 

≪活動概要≫ 

1 年 2学期 オリエンテーション 

  ・プレゼミ活動 

春季休業中  理系コース選択の生徒は 「科学的な視点を意識した内容」を、文系コース選択の生徒

は 「社会問題や経済(企業)活動に関すること」をテーマとして、探究したい内容を各

自でまとめた。 

2 年 1学期 ゼミ活動 

  グループ顔合わせ（各自の探究テーマを元に教員が班編制をした） 

  グループ内で個人テーマ発表会 

  テーマ設定、仮説の設定、検証 

2 年 7月  中間プレビュー作成、各企業へスライドを送信、添削の依頼 

  企業からの中間プレビューフィードバックを元に 8月の探究活動計画作成 

夏季休業中 グループ研究 

2 年 2学期 ゼミ活動 

  文理混合発表会（文理混合班を形成し、個人発表） 

  手直し、発表原稿の仕上げ、企業訪問打ち合わせ、リハーサル、礼状作成 

10 月 9 日 東京研修 1日目、企業訪問、発表 

企業を訪問し、担当者の前で提案内容をプレゼンテーションし、それに関するディス

カッションを行った。企業内見学、企業の製品、サービス、社会に対する取り組み等

をご説明いただいた。 

10 月 22 日 探究発表会（校内予選） 

  企業ゼミ（44班）を 4グループに分け、発表を行った。 

グループごとに最も優れたプレゼンテーションを投票で選んだ。選ばれた班は本選で

発表。 

10 月 23 日 探究発表会（本選） 会場 高田城址公園オーレンプラザ 

  審査結果  

最優秀賞 株式会社ベネッセコーポレーション A 班  

「寺子屋プロジェクト-どのような人にどのような教育の機会を与えること 

が公平なのか-」 

優秀賞  シティユーワ法律事務所 B班 「『自分の好きな自分』であるために」 

  優秀賞  石油資源開発株式会社(JAPEX) B 班 「小水力発電を広めよう」 
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なぜ日本は移民を積極的に受け入れないのか 
株式会社朝日新聞社 Ａ班 

 

１．メンバー  

４名 

 

２．探究目的  

なぜ日本は他国と比べて移民の受け入れが少ないのか？  

 

３．探究の意義  

探究を通して日本の移民の受け入れ数を増加させ労働力不足を解決できる方法を提示

するため。 

 

４．この探究テーマを選んだ理由 

度々日本で移民に関する話題が議論されている。私たちは現在の日本国民では移民に

対する関心が低いため、知識が乏しく、その結果、法整備等が進まず、移民の受け入れ

が進まないのではないかと考えた。この探究活動により、日本国内の移民受け入れ数増

加と労働力不足などの諸問題を解決できる方法を見つけようと考えた。 

 

５．企業への発表を終えて  

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・資料からの情報だけではなく、当事者の意見を反映させる 

・発表構成を吟味する 

・提案導入後に起こる問題について対策する 

(2) 発表を終えて考えたこと 

構成、結論をもっと熟考できたのではないか。今後、大学生になり、移民について卒

論を書く可能性もある。今回、朝日新聞社の方々からいただいたご意見やご指摘は、今

後も必要となることだと思う。とても貴重な経験ができたと思った。 

(3) 企業見学・社員のみなさんとの懇談 

・高い印刷技術と風通しのよいオフィスが印象的だった 

・英語が大事であることを教えていただいた 

・小学校が介護施設に転用可能になっていることに驚いた 

・衆議院選挙の展望についてお話ができて嬉しかった 
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６．資料抜粋 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７. 感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

一つの資料を見て結論を導き出すのではなく、客観的に多角的に物事を捉えるために

様々な資料を活用して、批判的な視点で物事を捉えていくことが大切である。 

 

(2) 感想  

実際に日本に移住して来た方にインタビューするなど、調べるだけではわからない視

点を取り入れたら、より良いプレゼンテーションができたのではないかと思った。 

現役の記者の方に政治や今後必要になることを質問でき、わかりやすく解説してもら

い、高校生では滅多にすることができない経験ができてとても良かった。 

  

(3) 後輩へのアドバイス 

夏休み前までに構成を作り、夏休み中は大胆に取り組む。 

二学期中間考査までに原稿を作成する。 

最終プレゼンテーションは、最低5回以上はリハーサルをする。 
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買い物難民の解決に向けて 
株式会社朝日新聞社 Ｂ班 

 

１. メンバー 

４名 

 

２. 探究目的 

   高齢化が進んでいる日本で、食品アクセス問題に対策が必要、ある程度必要だと考えている

市町村は約90%に上ることから、食品だけに限らず、買い物へのアクセス、高齢者が買い物し

やすい仕組みについて探究する。 

 

３. 探究テーマを選んだ理由 

 ・日本の総人口に占める65歳以上の割合は29.1%(令和5年10月1日現在)であり、また65歳以上の

一人暮らしが増加傾向にあることを知ったから。 

 ・移動スーパーとくし丸の稼働台数は新潟県が全国最多であり、買い物難民に対する対策に熱心

に取り組んでいるのではないかと思ったから。 

 ・65歳以上の買い物難民が2020年時点で全国に904万3000人おり、65歳以上人口の25.6%を占めて

いること、特に新潟県では21.6%いることが分かったから。 

 

４. 探究の意義 

 ・社会からの孤立を防ぐ。 

 ・買い物難民であっても買い物を楽しめる。 

 ・問題解決のためには、システムや制度に頼るだけでなく、個人の善意や行動力も重要であると

いうことを示すきっかけになる。 

 ・システムの普及により、高齢者の交通事故が減少する可能性がある。 

 

５. 企業への発表を考えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

   ・上越市だけでなく全国的な問題であり、テーマの着眼点が良い。 

   ・システムの内容や料金設定、どのようにすると実現できるかなど具体的なところまで探究

していて良い。 

   ・道路運送法に違反してしまうが、NPOなどが実施することによって、例外として解決する

ことができる。 

   ・質問にも的確に答えていた。 

   ・プレゼンテーションが分かりやすい。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

   ・実際に買い物難民（自分たちの周りの人でも）の方に話を聞いたほうが、主張に説得力が

出る。 

   ・道路運送法についての知識を深める。 

   ・全国の公共交通機関や、交通空白地有償運送を実施している所の利用料金のデータをもと

にして、自分たちの考えたサービスの利用料金の価格設定に根拠づける。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

   ・朝日新聞の画像印刷技術には様々な工夫やこだわりがあり、素晴らしかった。 

   ・オフィス内は全体の見通しが良く、連携をとりやすい環境になっていた。 

   ・デスクが固定されていないため、状況や場合に合わせて仕事しやすい。 

   ・若いうちから英語を学ぶことは大切。 

   ・社員食堂で昼食をいただくことができ、とても美味しかった。また、担当者様より朝日新

聞社のオフィスが建っている周辺の土地についての話などを聞かせていただいた。 
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６. 資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７. 感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

  ・中間発表や企業研修で、グループ以外の人から思いもしない質問や意見をもらうことが 

より良い探究にするために必要である。 

  ・社会問題について調べていく中で、知らなかったことをたくさん知り、理解を深められた。 

(2) 感想 

  ・解決方法の軸となる大まかなことを考えるのが一番大変だった。 

  ・納得のいくものを完成させるのは大変だけどとても達成感がある。 

  ・おすすめのお店に連れて行ってもらうとお寿司をご馳走してもらえるかも。 

(3) 後輩へのアドバイス 

  ・自分からコミュニケーションを取ろうとする姿勢が大切。 

  ・新幹線の中で、プレゼンテーションについての最終確認をする。 

  ・自分たちのプレゼンテーションに対して自信を持って堂々と発表することが大切。 

  ・ゼミグループの中で役割をきちんと振り分けること。 

  ・評価してもらえる機会を大切にする。（東京研修だけでなく中間発表なども） 
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ゴミの削減と資源不足 
キヤノン株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

  ゴミの削減による資源問題へのアプローチの方法を明らかにする。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

  環境問題は地球規模の大きな課題だが、その１つとなっているゴミ問題は、比較的身近なテー

マでありより深く探究していけると考えた。 

 

４．探究の意義 

  ゴミ問題は地球温暖化や資源の浪費など多くの社会問題と結びついているため、ゴミ問題に対

処していくことでそれらの問題の解決につながる。 

  今回の探究結果のような取り組みを実践することで実際にゴミの減量を通した資源問題への対

処をすることができるようになる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・グラフには見ただけで内容がわかるように表題をつけるべきだ 

・結論は、探究目的の答えとなるように作る（目的と結論に一貫性を持たせる） 

・フォーマルな場でプレゼンテーションをするときは、発表者が発表前に名乗るなどのプレゼ

ンテーションのマナーをしっかりと押さえておくべき 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・地域ごとにゴミの分別などの習慣が違うため探究の対象は自分の地域に絞るなど対象を限定

すべきだと考えた 

・聞き手のことを考えてスライド制作を行わないと自分たちの中では共通して認識しているこ

とも伝わらないことがあるのだと感じた 

・発表者の中では共通認識としている事柄も聞き手によってその認識が違うことがあるので抽

象的な言葉については、それがどのような事柄を示しているのかはっきりと示す必要がある

と感じた 

・質問を受けた際に自信を持って答えられないものがあったため、自分たちが興味を持ってよ

り詳しく学ぶ必要があったと感じた 

・探究内容の内容についての知識の深掘りが班ではなく個人でしかできていなかったため班単

位で深掘りを行うことで誰もが同じように質問に答えられる状態を作る必要があったと感じ

た 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

・企業のショールームを見学させていただいて、普段は見ることができない様々な製品を実際

に見たり、体験したりすることができ技術力の高さに驚いた 

・様々な製品においてそれらが発表されたばかりの頃のものから今の最先端のものまでが並ん

でいたため日本や企業の技術力の成長の速さを感じた 

8



 

６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

・仮説をたて検証していく中で結論が仮説とずれてしまっていたため、最後まで仮説と検証結

果が一貫していることを確認しながら探究を進めなければいけない。 

・基本的なプレゼンテーションのマナーをしっかりと確認しておかないと、相手に失礼になっ

てしまうことがある。 

(2) 感想 

今回の探究活動はグループで協力して行うものだったが、自分たちで仮説をたて様々な手

法を用いてそれらを検証していくことは想像以上に大変であり、チームで協力していくこと

の必要性を強く感じた。 

    今回の研修を通して、企業の皆様の前で発表することは私たちにとってハードルの高いも

のであったが、今後このような場面が訪れても、見通しを持って活動することができるよう

になった。 

    今回は、私たちにとって非常に良い経験となり今後の学校生活に活かしていきたい。 

(3) 後輩へのアドバイス 

・発表前に名乗るなど基本的なプレゼンテーションスキルは研修前にしっかりとグループ内で

確認しておくべき 

・自分たちの探究を発表する際は、ある程度質問される内容を予測して事前に答えられるよう

にすると良い 

・事前に発表練習を繰り返して、本番近くなって、誰がスライドを動かすかなどでバタバタし

なくても良いようにしておくべき 
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過疎地域の医療問題 

        キヤノン株式会社 Ｂ班 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

  過疎地域では、都会との医療格差が問題となっているため、今ある無医地区に住んでいる半数

の人に医療を届ける方法を探る。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

  少子高齢化による働き手の減少、高齢者の増加による過疎地域とそうでない地域の医療格差の

拡大が新潟県でもあり、また医師不足もある中で自分たちに何ができるか考えようと思ったか

ら。 

 

４．探究の意義 

  無医地区に医療を届ける方法を考えることを通して、知識・見聞を増やし、将来に役立つと考

えられる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

 ・探究目的と結果を一致させると良い。 

 ・探究目的を具体的にすると良い。 

 ・聞いている人に伝えるということを意識する。 

 ・データの表題を表記してほしい。 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

 ・提案内容を実現させたときにどのような効果があるのか考える。 

 ・具体的な数字で考える。 

 ・客観的にみると内容に矛盾がある。 

 ・事前に筋道を立てておくべき。 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  キヤノンさんはカメラのイメージが強かったが、カメラ以外への分野の進出や新たな分野へ

の挑戦をしていることが分かった。歴代のカメラを見せていただいたり、最新のカメラを実際

にさわらせていただいたことで、カメラの歴史について詳しく学ぶことができた。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

  ・自分たちだけでつくっていくことはとても大変なことだということ。 

  ・実現性を考えないといけないこと。 

  ・新しいものを提案するときは色々な視点から考える必要があるということ。 

  ・スライドを客観的に見て論理が通っているか確認すること。 

 

(2) 感想 

  自分たちの探究目的の根本的な問題を調べ、話し合うことが足りていなく、論理的な発表が

できなかった。最初に筋道を立てておくことが必要だと思った。企業研修でプレゼンテーショ

ン能力だけでなく、チーム全体で課題に取り組む必要性を学ぶことができた。 

 

(3) 後輩へのアドバイス 

  忙しい学校生活の中で、探究活動を行うことは、とても大変だが、チームで話し合う時間を

多くとり、深く探究することが必要だと思う。他の班の人や企業の方に客観的に発表を見ても

らうことで、自分たちだけでは気づけなかった問題点を知ることができたため、班員以外の人

に1回見てもらうと良いと思う。 
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先進的な少数社会について 

株式会社ぐるなび Ａ班 

１．メンバー 

 ４名 

 

２．探究目的 

  「先進的な少数社会」を実現するための手段と実現させたあとの未来について考える 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

 今の日本では、全国の半数を超える自治体が過疎地域となっており、上越地域で暮らして

いる私たちも電車が１時間に１本しかなかったり、駅から商業施設までが遠かったりするこ

とに不便を感じている。また、総務省の過疎問題懇談会では過疎地域の人口を単純に増やす

という発想を捨て、「先進的な少数社会」を目指すべきだと提言された。人口減少が加速し

過疎地域がさらに増えると予想される今、「先進的な少数社会」を実現するためには何をす

ればいいのか、自分たちが住む上越と結び付けて考えたいと思いこのテーマを選んだ。 

 

４．探究の意義 

 人が少なくても不自由なく暮らしていける持続可能な先進的少数社会を実現させることが

できる。 

 

５．企業からの発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

   ・このテーマを選んだ理由をはっきりさせたほうがよい。 

   ・自動運転バスの初期費用だけでなく、運用費用や維持費用についても考える必要があ

る。 

   ・自動運転バスの課題はまだ挙げられる。 

   ・クラウドファンディングの試算をするとよい。 

   ・リスクヘッジ。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

 鋭い質問をされてすぐに答えることができなかった。もっとメンバー内でプレゼンの内

容に関して掘り下げて確認するべきだった。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

 私たちが想像する１人１つ机があるオフィスではなく、出社した人から好きな場所で仕

事をする特殊なオフィスだった。今はほとんどの人がリモートワークで、出社している人

は２０人もいなかった。会議室は２部屋しかなく、リモート用の会議ボックスがあった。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

提案を一から作り上げること、論理的にプレゼンをすることの難しさ。 

提案を多面的多角的に考えることの大切さ。 

(2) 感想 

 先進的な少数社会というとぼんやりしていてどこに焦点を当てて探究するか決めるまで

にものすごく時間がかかった。プレゼンテーションも毎回提出ギリギリで、行きの新幹線

でも資料を作ったりしていたけれど、発表では今までの成果を全員が堂々と話すことがで

きた。本選にも出場できて嬉しかった。 

(3) 後輩へのアドバイス 

 何を探究するかを決めるのに時間がかかる。テーマとともに、どこに焦点を当てて探究

するか春の時点で決めておくとよい。また、文系の人は実験して考察することが難しいの

で、実際に周りの人や企業、市役所などを訪れて話をするとさらに深い探究ができると思

った。発表の練習も入念に。 
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外国人労働者の現状と課題 
株式会社ぐるなび Ｂ班 

 

１．メンバー 

５名 

 

２．探究目的 

外国人労働者の雇用の体制を整えることで日本の人口減少による労働人口、労働力の低

下を防ぐ。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

外国人労働者が文化の違いや言語の壁などの問題によって解雇や不当な待遇を受けてい

るのを知ったから。 

 

４．探究の意義 

外国人労働者を守る事で日本の労働力の向上につながる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・他の国のうまくいっている事例などがあると良かった。 

・制度を作って終わりにするのではなく、制度を作り実施したあと何が起きるかも考え 

 る。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・表面的な事だけでなくその後の事も考える必要がある。 

・物事についてさまざまな面から考えることが大切だと分かった。 

(3) 企業見学・社員の皆さまとの懇談 

・さまざまな社員の方とあいさつを交わし、社内の雰囲気を感じることができました。

社員の方々は喋るときに集中していて必ず目線を離しませんでした。 
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６．資料抜粋 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

多くのことを学んだ中で1番大切なことは、自分の意思を持つことだと思います。周

りの発言力がある人やリーダーが困った時に意思を持った人がいると、その人がきっと

助けになると思います。 

(2) 感想 

毎週一回、探究があって長い間少しずつスライドを仕上げていきました。時には班員

と衝突もする事なく、無事に終えることができて良かったです。 

(3) 後輩へのアドバイス 

東京の交通機関は混乱するのでしっかり調べた方が良いと思います。自分は班員が詳

しかったので問題なかったけれど一人だったら危なかったと思います。 
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ヤングケアラーを見つけるために 
シティユーワ法律事務所 Ａ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

1人も残さずヤングケアラーを見つけるための新たな定義を定める。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

ヤングケアラーに支援が行き届いていない事例から、支援につながる前の段階のヤング

ケアラー早期発見を目指すため。近年話題になっているヤングケアラーとはどのようなこ

となのか、これから私たちはどうするべきなのかを考えたいと思ったから。 

 

４．探究の意義 

ヤングケアラーの早期発見に貢献し、その後適切な支援が受けられるような仕組みを作

り、未来ある子ども達の子どもらしい生活を保護する。また、SDGsの10番「人や国の不平

等をなくそう」に繋ぐ。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・具体的な定義を定めることにより、本来ヤングケアラーとされる子どもでも定義から

漏れてしまう場合があること。 

・支援よりもヤングケアラーを見つけることに着眼点を置いていたことが斬新で高評価

であった。 

・今後の探究の展望を書いた方がよいとの指摘があった。 

・グラフについてどこの誰を対象にして行われたアンケート資料かをよりわかりやすく

説明すべきだと指摘があった。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・より広い視野を持って、慎重に定義や目安を考える必要があった。 

・アンケートをとって、身近な人たちからの意見も取り入れればよかった。 

・ヤングケアラーについて、より深く知りたいと思った。 

・定義を具体的な数字にするかについて、最後の方で揉めたのでもう少し見通しを持っ

て進めていくべきだった。 

・まだ定義が粗い部分があると感じたため、もっと構成を話し合って決めていきたいと

思った。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

・現在の裁判制度について、オンラインで民事裁判を行っていると聞いて裁判において

もオンラインが取り入れられていると知り、日本だけでなく海外の事例についても興

味を持った。 

・弁護士の方の知識量の多さや語彙力の高さに圧倒され、私達もたくさんの知識を取り

入れていきたいと感じた。 

・個人で作業するための仕切り部屋があったり、憲法などといった法律関係の本が多数

あり、職場環境が整っていた。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

 (1) 学んだこと 

今回の活動を通して、社会問題においては定義が必要な全ての人に当てはまるかを細か

く識別するなど、広い視野を持って物事を考えることの大切さを学んだ。また、アンケー

トを取るなどしてより多くの情報を用いて信憑性のある発表づくりを心がけるべきだっ

た。 

 (2) 感想 

ヤングケアラーについて、より深く知ることができて、改めて早急に解決すべき問題で

あるとも感じた。多角的な視点を持った方が良いという弁護士の方のアドバイスは、探究

以外でも様々な場面に必要になってくると感じたので身につけていきたいと思った。ま

た、企業訪問はとても緊張したが、自分たちの探究に足りないところを知ることができて

とても良い経験になった。 

 (3) 後輩へのアドバイス 

必要に応じて校内または企業、インターネットなどでアンケートを取ったり、自分たち

の活動を客観的にするためのロードマップなどを活用したり、他人の意見を取り入れてい

くことが大切です。スライドも人々が興味を持てるような導入にすること、テーマや探究

は社会問題の中の小さな問題、例えば今回のようにヤングケアラーの中でも発見するため

の方法についてなどを取り上げるとより深く探究を深めることができる。意見が食い違っ

て上手く行かずに進行が止まってしまうこともあるかと思うが相手の意見を尊重すること

で活動が上手くいきやすくなる。 
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「自分の好きな自分」であるために 
シティユーワ法律事務所 Ｂ班 

 

１．メンバー 

５名 

 

２．探究目的 

「自分の好きな自分でいること」の妨げとなっている要因は、周りの目を気にしてしま

うことであることから、周りの目を気にしてしまう要因を考える。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

昨今、LGBTQ+や同性婚などに対する関心が高まり、「自分の好きな自分」でいることが

社会から認められるようになってきている。しかし、多様性のある社会の実現は簡単では

ない。私たちは、「多様性の実現」が、私服登校が許可されている高田高校生にとってよ

り身近な問題なのではないかと感じ、都市部以外の地域で多様性の妨げとなっている要因

を明らかにしたいと考えた。 

 

４．探究の意義 

・多様性の実現を妨げる要因が明らかになり、解決策をより具体的に考えることができる

ようになる。 

・アンケートや発表を通して、多くの人に「自分の好きな自分」であることを実現するた

めにできる取り組みについて考えてもらうきっかけとなる。 

・SDGsのゴールの一つである「5．ジェンダー平等を実現しよう」を達成するきっかけと

なる。 

 

５．企業への発表を終えて 

 (1) 企業からいただいた指摘や意見 

  ・挑戦的で興味深い内容が良かった。 

  ・実際に解決策を実践してみるともっと良い。 

  ・対応策を生活上の具体的な行動・言動に落とし込んでいるのが良かった。 

  ・メンバー間で意思疎通を図れるともっと良い。 

 

 (2) 発表を終えて考えたこと 

  ・メラビアンの法則を誤認識していた。 

  ・発表の導入部分を詳しくするべきだった。 

  ・弁護士の方々から一人ずつ意見をいただき、話し合いの場で自分の意見を持つことが

大切だということを感じた。 

  ・質疑応答で臨機応変に対応するためにさらに深く自分たちの発表内容について理解す

る必要があると感じた。 

 

 (3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  ・ワーキングスペースがパーテーションで区切られていた。 

  ・社内が綺麗だった。 

  ・とても静かだった。 

  ・大規模な資料室があった。 

  ・新潟県に縁がある・興味がある人が多かった。 

  ・出張で様々な場所に行ける。 
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６．資料抜粋 

 
７．感想・後輩への一言 

 (1) 学んだこと 

 ・自分たちの考えを見る人に分かりやすいようにプレゼンテーションに落とし込む難しさ 

 ・プレゼンの発表の仕方で伝わり方が違ってくること 

 ・テーマや検証方法の設定で班員みんなの意見を一つにまとめることの難しさ 

 ・協力して一つのものを作り上げることで班員の絆が深まったこと 

  

(2) 感想 

私達の班はおそらく、他のどの班よりもテーマ設定に苦労したと思う。抽象的なテーマ

を設定したために具体的な解決策まで考えることができず、何度もテーマの練り直しを行

うことになった。大きなタイムロスとなってしまったが、方針が決まってからは遅れを取

り戻すためにメンバー全員が活発に意見を出し合ったり、スライド制作を分担したりし

て、他の班に負けない完成度まで仕上げることができた。 

険しい道のりだった分、優秀賞を取れた時の喜びはひとしおであった。 

  

(3) 後輩へのアドバイス 

テーマを決める時点である程度先読みをして、完成させられそうなテーマを選ぶことが

大切。無理のあるテーマを設定すると振り出しに戻らなければならなくなる場合がある。

マンダラートの中心ではなく、周辺部の課題１つにしぼる。 
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太陽光発電について 
信越化学工業株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

   現状、太陽光発電の課題として、設置コストが約78万〜131万かかる、メンテナンスが必

要、発電量が天候や季節に左右される、太陽光パネルを設置した場所による反射光トラブ

ル、屋根の構造や場所によっては設置できないという点が挙げられます。 

   その中でも反射光トラブルは、太陽光パネルを設置したがゆえに、全く意図しないうち

に加害者になってしまうことがあります。そこで私たちは屋根の構造や場所によって設置

できない、反射光トラブルに焦点を置きました。 

 

３．探究テーマを選んだ理由  

   現在世界的に持続可能な社会に向けて再生可能エネルギーに焦点が当てられているが、

我が国では火力発電の割合が著しく高く地球温暖化の促進にもつながっている。 

   そこで、私たちは太陽光発電に注目することで、持続可能なエネルギーの割合を増加さ

せ、先進国として地球温暖化を防ぐための方針を提示することが重要だと考えました。 

 

４．探究の意義 

   この探究を行うことで反射光を考慮せずに太陽光パネルを取り付けることが可能とな

り、屋根につける量が増やせるので発電量が増やせる。また、反射光の課題を解決するこ

とで太陽光発電の需要も増えて家庭用発電もより容易になると考えている。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

  ・文字が多く追うのが大変 

  ・図を使っていてわかりやすくて良い 

  ・ほとんどの人が知っているような題材で難しく聞く必要がなかった 

  ・日本の特徴も踏まえていてよかった 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・題材を知名度の高いものにしてよかった 

  ・スライドに書く内容と口頭でいう内容をしっかり決めるべきだった 

  ・スライドは大事なとこを最小限位絞るべきだった 

  ・スライドの大事な部分をどのようにまとめるか考えた 

 

(3) 企業見学 

  ・シリコンや塩化ビニルを作っている 

  ・シリコンやビニルは世界シェアNo,1 

  ・企業同士ではとても有名な企業 

  ・スライド発表についてのアドバイスが丁寧に細かく教えていただいてよかった 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

  ・チームで協力して1つのものを作り上げる難しさと達成感 

  ・プレゼンを発表する際の緊張や焦りのほぐし方 

  ・課題に対して案を出すだけでなく、その案の課題についても考える大切さ 

  ・大企業の方にプレゼンをする気持ちの作り方 

(2) 感想 

   私たちは信越化学工業株式会社に行くという経験をし、大企業を相手にプレゼンテーシ

ョンをすることの難しさを学び、東京の企業の雰囲気を感じることができました。 

   また、プレゼンテーションを作成して行く中で互いに面識の少ないメンバーではあった

ものの、互いに声を積極的にかけることですぐに打ち解けることができ、スムーズにプレ

ゼンテーションの作成を進めることができました。 

   そして、今回の経験をこれからの人生に活かしていくことがこれから私たちがすべきこ

とだと感じました。 

(3) 後輩へのアドバイス 

   私たちが訪問した企業はとてもフレンドリーに接してくださり、とてもプレゼンの発表

がしやすかったです。あまり緊張せずに自信を持って発表してください。 

   また、チームでの作業なので、周りに合わせながら自分の良さを出してプレゼンをみん

なで作り上げていくことができるといいと思います。 
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日本の幸福度ランキング 
信越化学工業株式会社 Ｂ班 

 

１．メンバー 
５名 

 
２．探究目的 

日本は先進国の中でも特に幸福度が低いとされており、その背景にはどのような要因
が絡んでいるのかを探究し、改善策を考えることを目的としています。幸福度の低下
は、個々の生活の質や社会全体の発展に影響を及ぼす重要な問題であると考えたので具
体的な要因を明らかにすることで、より良い社会を築くための方法を見出すことができ
ると考えた。 

 
３．探究テーマを選んだ理由 

日本の幸福度が低い理由が気になったから。日本の幸福度を向上させることができれ
ば、日本がさらに素晴らしい国になると思ったから。幸福度が高い国々と比較すること
で、日本の現状を理解し、改善策を発見するための手助けになると考えた。また、幸福
度は個人の生活だけでなく、社会全体の健全性にも関わるため、このテーマは非常に重
要だと考えたから。 

 
４．探究の意義 

日本の幸福度向上を目指すことは、社会的結束の強化や経済成長、健康改善に寄与す
る。また、教育環境の向上や個人の成長にもつながり、持続可能な社会の構築にも貢献
する。これにより、より良い未来を実現する基盤が整うと考えられる。 

 
５．企業への発表を終えて 
(1) 企業からいただいた指摘や意見 
・スライドの見やすさが重要だと思った。（スライドの文字数、色や枠の使い方、表やグ
ラフの大きさなど） 

・幸福度ランキング1位の国フィンランドと労働時間、有給、給料の3つの観点の比較をし
たことは良かった。 

・その3つの観点で比較した理由をプレゼン中に伝えた方がよかった。 
・参考資料を用いて、根拠のあるプレゼンテーションだった。 
・フィンランドのグラフなどの正確なデータが日本に比べて少なく、情報として不十分な
部分もあった。 

(2) 発表を終えて考えたこと。 
・過去の統計や資料は全て調べた方が良い。(情報の正確性や信頼性を重視し、発表内容
を充実させることが求められる) 

・もっと広い視野で捉え、客観的な見方をする。（自分たちの意見のみではなく、 第三
者からの意見も取り入れることにより、より多角的な理解が得られる。） 

・聴衆が内容を知らない場合を想定し、わかりやすいスライド配置を心掛ける。 
・スライドには載せないが、発表内容に関連した情報を調べておく必要がある。(質疑応
答に備えることでより充実した発表になる) 

 (3) 企業見学•社員の皆さんとの懇談 
・信越化学工業株式会社はBtoB(企業間で行われる取引)を主とした会社。 
・私たちが使っているものや周りにあるものを1からたどっていくと信越化学が作ってい
る材料を使っていることが多い。 

・特に塩化ビニル樹脂は世界シェア1位である。 
・海外各地に拠点があり、日本を代表するグローバル企業。 
・分かりやすいスライドの作り方、プレゼンテーションの進め方と知ることができた。 
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6.資料抜粋 

 

 
 
７．感想 
  (1) 学んだこと 

・グループで集まった際に１つの探究テーマに絞ることの難しさ。 
・ただの調べ学習ではなく、自分達で調べたことを基にして、1から改善策などの提案内容を考

えることの難しさ。 
・自分たちのプレゼンテーションを俯瞰して見たときに伝わりやすく分かりやすいものである

ことが大切だし、改めて見てみると、欠如しているところも出てくるということ。 
  (2) 感想 

今回の企業研修では、初対面の人もいるグループであり、正直全員がやりずらさを感じて
いて、グループでの活動が活動したばかりのときは全く意見がまとまらず思うように進まな
かった。あまりスライドも完成していない中で中間発表を迎えてしまったがそこでの他のグ
ループからの意見がすごく参考になりグループの意見がまとまる良いきっかけとなった。そ
して本番の東京研修や学校予選会では私たち自身も満足がする発表ができ大きな達成感があ
った。 
初対面の人がいるグループでのコミュニケーションのとり方では、まずは黙り込むことな

く何か意見や案を出して話し続けることが大切だということを学ぶことが出来た。今後の生
活の中でも同じような場面があると思うので今回の経験を活かしていきたい。 

(3) 後輩へのアドバイス 
ちょっとした些細なことでも自分の意見を積極的に班のメンバーに伝えることで発表がよ

りよくなることにつながる。班の仲間とたくさんコミュニケーションをとることが大切。誰
か1人に全部任せずにみんなで話し合い役割を分担して行うと効率的に進めることができる。 
企業へ行く前は緊張すると思うけど企業の方々はとても優しくフレンドリーだから楽しく発
表ができると思う。企業のかたからもらったアドバイスはメモすることを推奨する。それを
踏まえて最終発表までに改善点を全部改善しより良い発表にしてほしい。 
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貧困による子どもの教育格差 
数研出版株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

５名 

 

２．探究目的 

貧困による負の連鎖を断ち切るためには、どのような体制づくりが必要か。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

経済格差が、教育格差を生みさらに将来の所得格差につながるという負の連鎖を生み出

すことを知り、教育を受ける身として身近な問題だと考えたから。 

  

４．探究の意義 

学生やその保護者の教育への関心が高まる。 

子どもが各家庭の経済状況によって進学を諦めることが減る。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

    ・1枚のスライドにかける時間が短いため、何を主張したいのか分かりづらい。 

    ・1枚のスライドの文字や情報量を少なくして分かりやすくすると良い。 

  ・学校でアンケートをとっている点が良かった。 

  ・現状と解決策が対比して挙げられていて良かった。 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・企業側と消費者側のどちらにもメリットがあるかを考慮する必要がある。 

  ・スライドは余計な情報を減らして簡潔にまとめることが必要。 

  

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  ・在宅勤務などの個人に合わせた様々な働き方が行われていた。 

  ・実際に原稿の添削体験をして細かいところまで確認が行われていることが分かった。 

  ・教科書や問題集などの製品を見せていただき、こだわりや工夫がたくさん込められて

いることが分かった。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩へのアドバイス 

(1) 学んだこと 

  ・一から案を出す大変さ、課題とするものは具体的な方が良い。 

  ・計画的に活動することの重要さ、できるだけ多く意見を出しそれをまとめる力が必

要。 

(2) 感想 

  ・社会問題について自分達がどれほど無知なのかを知った。 

  ・企業や自治体などと連携して社会問題について考察し、解決する手段を検討していく

必要があると感じた。 

  ・テーマを決めてから解決策の案を出すのに想像していたよりも時間がかかるため計画

性を持って取り組むことが大切だと感じた。 

(3) 後輩へのアドバイス 

  ・最初に誰を対象に何をするのかを決めないと、話がまとまらずに大変である。 

  ・現状を調べて理解することも大切だけれども、調べることに時間をかけすぎるといつ

までも案がまとまらないため、メンバーとの話し合いに時間をかけた方が良い。 
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不登校児童が復帰するには 
数研出版株式会社 Ｂ班 

 

１．メンバー 

５名 

 

２．探究目的 

不登校児童が復帰する方法を探る 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

年々増加している不登校児童・生徒について、同じ学生という立場から考えられること

があると思った。最初は、現在の社会で就職するには学歴が重要であることを感じたた

め、大学入試制度などについて不登校児童が不利にならないような制度を考えようとし

た。しかし、そのように探究を進めてしまうと毎日学校に通っていた生徒が不利になって

しまい、良くないのではないか。このように話し合いを重ねていくなかで、大学進学の際

に不登校から復帰するのではなく、小中学生などの早い段階での対策が大事だと考えるよ

うになった。 

４．探究の意義 

不登校児童が学校に復帰しやすくなる 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・一枚のスライドにおける情報量を重要なものに絞る 

・企業側のメリットも考える 

・数研出版Ａ班も教育に関する探究内容であるため、意見を共有してみてはどうか 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・スライドに書く内容は簡潔に、わかりやすくする 

・不登校生徒側で物事を考えるだけでなく、企業側にもメリットが出るような内容作り

をする 

・アンケートを小中学校の生徒、先生方からも集める 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

実際に教材を見せていただき、社員の方々が作業をしている様子を自分たちの目で見

る機会を提供していただいた。教材ができるまでの流れを知ることができ、学ぶことの

大切さを改めて感じた。また、私たちが想像していたよりも、人による作業が多く、私

たちの学びには沢山の方々が関わってくださっていることを知った。社員の方々の話し

方、受け答えの仕方が、今後社会人になる上でとても参考になった。 
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６．資料抜粋 

 

７．感想・後輩への一言 
(1) 学んだこと 
・日常の中にたくさんの社会課題があり、それを解決する方法は高校生の私たちでも 

考えることができる 
・難しい課題でも、時間をかけて考えていくことで着実に解決策に近づいていける 
・結論に至るまでにある色々な過程を、他者に簡潔にわかりやすく伝えることの難しさ 
・仮説を設定したとしても、それが必ず解決を導き出すとは言い切れない 
・各自がそれぞれの考えを持ち寄ったことで深く探究しここまで仕上げることができ

た。一人では絶対にここまでできなかったことを考えると仲間の大切さを感じた 
(2) 感想 

他のグループは仮説を立てるだけでなく、色々なことを実践していた。フリースク
ールや小中学校に行って話を聞くなど、行動に移せばよかった。実際に企業に足を運
んで、教育問題に触れることができ貴重な経験になった。仮説を立てたり、話し合っ
たりするなかでこれまで考えてきたことが白紙に戻ることもあったが、それもまた大
切な経験になった。とても楽しかった。こうして私たちが良い機会を得ることができ
たのは数研出版の皆様のおかげです。本当にありがとうございました。 

(3) 後輩へのアドバイス 
ゼミグループが決定した最初の頃から、班のメンバーと探究活動以外の内容でもし

っかりコミュニケーションをとっておいた方がいい。誰かが意見を出すのを待ってい
るのではなく、自分から意見をたくさん出すことを心がける。最初にターゲットを明
確にする。行き詰まってもすぐに戻らずに、そこでもう少し粘ってできることを探
る。結論に向かうことを意識して、無駄な時間を使わない方がいい。でもその無駄な
時間も大事だった。 
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少子化における保育の役割とは 
住友生命保険相互会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

  ４名 

 

２．探究目的 

少子化の緩和の実現に向けた、若者に対してのアプローチを思案すること。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

現在保育に焦点が当てられた政策が増えている中で、保育の現状に関心を持つと同時に、立体

的な論議が可能であると判断したため。 

 

４．探究の意義 

少子化は日本の重要な課題であり、未来の私たちにも大きく影響するため、この問題について

議論することはこれからの日本を担う立場としてビジョンを想像するという点においても大い

に意義があると考える。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

  ・イベントの開催費用は企業からの援助も期待できる。 

  ・誰を対象にした事業かを明確にするべき。 

  ・一日保育士体験などをやってみるのはどうか。 

  ・説得力を持たせるために現場の意見を入れるべき。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・事業案の詳細を議論し、より良いものにしていくことが必要である。 

  ・保育士の負担など、影響の方向をより多面的に考え直すべき。 

  ・実際に現場検証や現場の声を聞くことができていたらさらに説得力が増したのではないか。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  ・お金の使い方や生命保険の仕組みに関してのお話をしていただいた。 

  ・自分たちの将来の選択について考えるきっかけとなった。 

  

28



６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

   今回の探究学習を通して、日本の社会問題が非常に複雑化していること、そしてその問題が 

私たちにも様々な影響を及ぼしていることがわかった。実際に活動を進めていく中で、自分た 

ちには想像できないような視点からの問題や人々の考え方に触れたことで、社会問題について 

考える際には様々な人の視点に立ち、事実や影響を織り込んで一番納得のいく施策を考案する 

ことが大切だと学ぶことができた。今後もここで学んだ経験を念頭に置きながら生活していき 

たい。 

(2) 感想 

   今回活動を進めていくにあたって、少子化問題というもののスケールの大きさ、それに伴う 

具体的な施策を考案することの難しさを切に感じた。当初は保育という要素をできるだけ密接 

に少子化問題に関わらせたいと試行錯誤していたが、保育に固執しすぎると、子どもや保育士 

の負担がより大きくなってしまうため、その点との折衷案を出すことがとても大変だった。た 

だ、実際に訪問に行った際には「問題に対するアプローチの仕方が多角的でよく考えられてい 

る」という言葉をいただき、一つの問題に対して自分たちなりに答えを出すことができた達成 

感を感じた。 

(3) 後輩へのアドバイス 

   活動の中で「問題をできるだけ深く知り、理解すること」が特に重要であると感じた。その 

問題について深く知ればどのような人々にどのような影響を及ぼしているかが見えてきやすく 

なる。当事者の視点になって考えると問題解決のために何をしなければいけないかがより明確 

になる。そして最初に設定するテーマも重要だ。私たちの班は設定したテーマが大きく漠然と 

していたため、当初どのような視点からアプローチを行うかを考えるのにとても苦労した。テ 

ーマを設定する段階からどのように問題解決に持っていくかのイメージを少しでも持っておく 

とスムーズに議論でき、より深くテーマについて掘り下げることができると思う。また、プレ 

ゼンテーション後に質問をしていただけることは、提案に興味を持っていただいたことでもあ 

ると思う。自分たちの提案について一番理解しているのは自分たちであるため、質問には自信 

を持って答えて欲しい。 
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食品ロスと農場廃棄 
住友生命保険相互会社 Ｂ班 

 

１．メンバー 

  ５名 

 

２．探究目的 

 現在、世界では食品ロスが多く、活用できるのに多くの食糧が廃棄されている。食品ロスの主

な原因は家庭内の食べ残しや外食産業の売れ残り廃棄など様々である。また、廃棄される食品と

して多いのが野菜である。野菜は家庭や事業所に届く前、農場での廃棄の割合が高く、農場での

廃棄を減らすことで多くのまだ活用できる食糧の廃棄を減らし、食品ロスの解消につながると考

えた。 

 

３．探求テーマを選んだ理由 

  現状、野菜の食品ロスの発生場所として農場があげられている。農場で食品ロスが発生する原

因として気候変動によって出荷が例年よりも早まってしまい、規格外野菜を出荷できないことが

ある。規格外野菜は大きさが基準から外れているだけで上手く活用したいと考えたため。 

 

４．探究の意義 

  食品を廃棄される前に活用することで、食品ロスを減らすことができるだけでなく、規格外の

野菜を活用した新たな産業を確立することができると考える。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

 ・堆肥化する時間が結構かかるのではないか。 

  ・どのくらい施設が必要なのか。 

  ・農家にメリットを作った方がよい。 

  ・具体的に土壌にどんなメリットがあるのか。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・自分たちが実際にできることを書く。 

  ・堆肥化の際のコストの内訳を詳しく書く。 

  ・堆肥化の流れを簡潔に図解する。 

  ・校内アンケートを活用する。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  ・生命保険の仕組みについて教えていただいた。 

  ・日系の企業は、天皇の目に入らないようにするため、皇居に向けて自社の看板を出さないら

しい。 

・住友生命保険相互会社が入っているビルの中に「ブルガリホテル」という素泊まり10万円の

ホテルが入っている。 
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６．資料抜粋 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

・自分達で課題を見つけ、それに対する提案を作り出す難しさ。 

・見通しをもって活動する大切さ。 

・客観的かつ多角的に自分たちの提案を見つめ直す大切さ。 

・チームだからこそ、一人一人が自主的にアイディアを出し、話し合う大切さ。 

・わかりやすく伝わりやすいプレゼンを作ることの大変さ。 

(2) 感想 

  ２年の初めから、この東京研修のためのテーマを設定し、ネットから情報を集めるなどの活 

動に取り組んだため、東京研修後とても達成感があった。また、高校生の自分たちが作成した 

スライドを大企業の方々へ発表することは、大変貴重な経験だと思った。この東京研修での経 

験をこれから、大学生活や社会で生かしていきたい。 

(3) 後輩へのアドバイス 

   自分たちのグループは期限ぎりぎりでスライドを完成させてしまい、企業の方々から多くの 

指摘をいただいたため、しっかりと計画を立て、見通しをもってスライド作成に取り組んだ方 

が良い。また、社会人の方々ならではのコストや需要などの経済的な視点から質問をいただい 

た。そのため、そのような視点も考えながらプレゼンの作成に取り組んでほしい。 
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積極的に節電に取り組む人を増やすためには 
石油資源開発株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

  ４名 

 

２．探究目的 

地球温暖化が進む中、どのようにしたら家庭の電気使用量を減らすことができるのか。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

今解決すべき課題は地球温暖化であり、それを解決するためには家庭の節電に注目した省エネ  

活動が効果的だと考えたため。 

 

４．探究の意義 

・若い世代の節電意識の向上 

・地球温暖化の防止 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

  ・プレゼンテーションの内容が相手に伝わる題名にした方がよい 

  ・なぜＡＩを入れるのか、どんなことにＡＩ使うのかを具体的にした方がよい 

  ・アプリを実現した上で考えられるデメリットを提示した方がよい 

  ・グラフがなぜそうなったのか、自分たちの見解も入れた方がよい 

  

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・プレゼンテーションを聞いている人により伝わりやすい題名は何か 

  ・４つの立場からそれぞれ考えられるデメリット 

  ・なぜ21歳から23歳の節電意識が低いのか 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

   パネルや地層の模型を用いた説明をしていただき、石油をさまざまなことに活用し活躍され

ている会社であるということがわかった。 
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６．資料抜粋 

    

 

 
７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

 社会課題解決に近づくために必要な新しいものを一から考える難しさ 

(2) 感想 

   注目する社会課題を地球温暖化に決定したものの、そこからなかなかアイディアが浮かばず

具体的な提案内容を決めるのに苦労した。考えているとあっという間に毎週の探究の時間が終

わってしまうため、限られた時間の中で活動することは思っていた以上に大変だった。企業訪

問当日は想像していたよりもたくさんの方々が聞いてくださって緊張したが、自分たちの探究

の成果を精一杯発表することができた。 

(3) 後輩へのアドバイス 

   漠然とした一つの大きな社会課題からチームで話し合いながら焦点を絞っていくが、それが

一番難しい。焦点を絞っていくうちに元のテーマから外れていかないように気をつけて話し合

ってほしい。また、探究活動の時間は限られているため、時には放課後や昼休みにチームで集

まることも必要かもしれない。考査や行事などで忙しい中でも隙間時間を有効に使ってほし

い。また、考えることで終わらず実際に自分たちで検証できるとさらに探究が深まると思う。 
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小水力発電を広めよう 
石油資源開発株式会社 Ｂ班 

 

１．メンバー 

  ５名 

 

２．探究目的 

小水力発電を広める。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

現在の日本ではエネルギー生産に関して、環境破壊を促進する火力発電に頼っているため、環

境に悪影響が少なく、また日本に適した発電方法を利用できないかと考えたため。 

 

４．探究の意義 

小水力発電を広めることで、さらに環境によい発電をすることができ、日本のエネルギー自給

率もあがる。このような発電方法を広めることで、人々の電気への意識も向上すると考えられ

る。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・話が一気に飛びすぎである。 

・タイトルから内容が想像しずらい。 

・発電によって得たエネルギーの使用方法は？ 

・小水力発電は災害時、予備電力として使えるのでは？ 

・小水力発電を広めるだけで普及率は上がるのか？ 

・地元を活用した探究活動をしていて良い。 

(2)  発表を終えて考えたこと 

・スライドの細かい字や、グラフなどは見やすくした方が良い。 

・詳しくない人が見ても分かりやすくしないといけない。 

・内容が変わる間を分かりやすくした方が良い。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

・見学スペースで原油や石油抽出の資料について見学した。 

・会社の詳しい活動内容の説明を受けた。 

・高田高校卒業生の方から企業について、また、現在行われているプロジェクトについての説 

明を受けた。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想、後輩への一言 

(1) 学んだこと 

客観的に資料を作ることの難しさ。相手に伝わりやすい話し方。 

(2) 感想 

初めてのことでもあり、説得力のあるプレゼンテーションをつくるのは難しかったが、グル

ープの仲間と意見を出し合い、良い発表にすることができた。異なるテーマを持った人が集ま

ったグループだったので、一から探究テーマを決めることの難しさを感じた。東京研修では、

企業の方に意見やアドバイスをいただき、新しい視点を得ることができた。また、全く考えて

いなかったことなどを指摘していただき、さらに良い発表にすることができた。多くのことを

学び、これからの人生に役立つ良い経験になった。 

(3) 後輩へのアドバイス 

班のメンバーで作成したスライドを客観的に見て、十分に探究しきれずに終わることのない

ようにして欲しいと思う。また、私たちの班では、ＳＳＨコーディネーターの先生が、過去に

私たちの探究テーマと似た内容を研究したことがあるとのことで、相談に乗ってもらったりア

ドバイスをもらったりした。 
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海洋プラスチックごみ問題について 

大成建設株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

  ４名 

 

２．探究目的 

 「なぜ若者は環境問題に興味がないのか」という点を深め、解決に繋げること。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

現状として私達が普段使用しているプラスチックは不正廃棄などにより海に流れ込み、 

海洋生物が誤飲してしまうといった問題が起こっている。そういった様々な海洋生物が悪

影響を受けている現状がある中で、なぜゴミがたくさん漂流しているのか、私たちにでき

ることは何か、を調べてみたいと思ったから。 

 

４．探究の意義 

  世界で深刻な問題となっている海洋プラスチックごみ問題について、まだ興味を持って

いない人は多くいるが、私達が考えた授業を実施することで、子どもたちがこの問題に興

味を持ち、日々の行動を意識することになる。子供の意識が変わることで大人にも影響を

与え、解決へと近づいていく。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

 ・アンケート結果を具体的に掘り下げる。 

 ・「関心がある」を「自分事」に変えるための取り組みを考える。 

   

(2) 発表を終えて考えたこと 

 ・提案を実現に繋げるために自分達ができることを考える。 

 ・ゴミの廃棄が多い場所・原因・漂流の流れなどを探る。 

 ・アンケートの対象者を広げ、興味がある・ないの差を明確にする。 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

 ・見学させていただいた、室内で植物を育てる技術やCO2の排出をゼロではなくマイナス

にする技術（コンクリート）が印象に残った。 

 ・建設会社のイメージがガラリと変わるくらい、環境について考えて取り組んでいること

が分かった。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 
(1) 学んだこと 

  ・相手に情報をわかりやすく伝えるためのスライドを作ることの大変さ。 
  ・それぞれの意見をまとめて言葉に表すことの難しさ。 
  ・仮説が結果的に違っていた時に結論をまとめることの難しさ。 
  

(2) 感想 
   社会問題を論理的に考えることは一人では困難だったが、チームのメンバーで知恵を  

出すことによって、一貫性のあるプレゼンテーションを作ることができた。 
   一方で、プレゼンテーションの作成を進めていくうちに、仮説の調査を基にした結果

から得られた考察をまとめる時に行き詰まった。そのため、仮説を決定する時にあらか
じめ様々なことを想定して決めるべきだったと思った。 

   今回の企業研修は自分たちにとって成長できるものだった。ここで学んだことをこれ
からの日常生活でも活かしていきたい。 

  
(3) 後輩へのアドバイス 

   私達が一番大変だったのは、仮説を立てた後にそれを解決するための解決策を考える
ことだった。たくさん調べて色々な方向からの意見を知り、それを基に自分たちはどう
していきたいのかを考えていくと良い。また、自分たちが出した意見をさらに掘り下げ
ていこうとしてもあまり掘り下げられていないことがあったりするので、他の班の人か
らもらう意見などを大切にして取り組んでいくと良い。 
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食品ロスの削減 
大成建設株式会社 Ｂ班 

 

１．メンバー 

  ４名 

 

２．探究目的 

なぜ学校給食で多くの食品ロスが出るのか、削減することはできないのか 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

 ・世界で食品ロスと飢餓が同時に起こっているため 

 ・食品ロスが環境に与える悪影響が大きいため 

 ・SDGs２番12番13番を達成するため 

 ・学校という小さな社会の中で世界と同様の食品ロス問題が起こっているため 

 ・給食での食品ロスは身近な問題であるため 

 

４．探究の意義 

給食という多くの人が関わる問題に取り組むことで、社会や人々の食品ロスへの意識や関心

が高まる。学校給食における食品ロスの解決策を提示し、それを応用することで世界の食品ロ

スの削減に繋げることができる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

  ・コンポスターは湿度や気温により腐敗してしまう可能性がある 

  ・事前に給食を減らせるようにすると給食の時間が苦痛ではなくなるので良い 

  ・自分たちが考えた解決策に実際に取り組んでみるべき 

  ・実際に取り組む際に最初に何をするべきか 

 ・食品ロスについての理解を深めるために総合的な学習の時間を設ける 

(2) 発表を終えて考えたこと 

    企業の方から意見をいただいて、実際に取り組む際の難しさを知った。また、実際に取り

組む際に何をするべきかを考えてみた方が良いという意見をいただいて、自分たちにはその

ような考えが足りていなかったのだと分かった。実践する際には総合的な学習の時間を利用

することで食育の強化につながると考えたため、主に小学校とのつながりを持つことが有効

ではないかと考えた。会社の方から質問や意見をいただく中で、自分たちにはなかった視点

から捉えることができたため、とても有意義な時間となった。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

・社員の方がアンケートを見て給食を残したことがある人が多いという結果に驚いていた 

  ・社員の方の学生時代の経験から、事前に減らせるという対策は気持ちの面でも有効だという

意見をいただいた 

  ・上越の気候で段ボール型コンポスターをすることの難しさを教えていただいた 

  ・給食で発生した食品ロスを肥料へ変えて使うという循環型のサイクルを考えた点が良い 

  ・実際に取り組んでみると効果が分かりやすい 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

   ・答えのない問いを探究することの難しさ 

   ・考える過程で出る課題に一つ一つ向き合うことの大切さ 

   ・疑問に思ったことはすぐに聞いてみるべき 

(2) 感想 

    各自のテーマが似ていたので何を探究するかについてはそこまで悩まなかったが、仮説を

考えたり探究結果から結論を導いたりするのが大変だった。深く考えれば考えるほど矛盾が

生まれてしまい、議論が行き詰まることもあった。しかし班のメンバーで意見を出し合い考

えを深めていくことで、段々と考えを整理することができ、最終的には良いものを作ること

ができたと思う。大変なことももちろん多かったが、上記に書いたように「答えのない問い

を探究することの難しさ」「考える過程で出る課題に一つ一つ向き合うことの大切さ」など

を学ぶことができたので、それらを今後の学校生活の様々な場面で活かしていきたい。 

(3) 後輩へのアドバイス 

    テーマを決める際に、最初は幅を広くしておくことがおすすめ。その後の探究で行き詰ま

った時に修正を図りやすい。授業で時間をとってもらえる時にこれでもかと話をしておくと

良い。一人でできる作業などは隙間を見つけて進めておこう。せっかくの班活動を個人作業

に割いてしまうのは勿体ない。 後々すれ違いが生じていることに気づくと大変厄介である

ので、とにかく意見の認識を合わせておくのが吉。 
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ネットで人気のキャラクターに見られる傾向 
大日本印刷株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

 インターネットで人気のキャラクターについて、その特徴や共通点を解き明かす。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

元々の探究テーマがメディアについてのものであり、メディアの経済への影響について

調べているうちに、キャラクターが強く影響していることがわかり、そこについて深掘

りすることにした。 

 

4. 探究の意義 

今回の探究でキャラクターに共通点を見出すことによって、今後、その情報を活用し、

キャラクターを利用した情報発信の効果を高めることができる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

  ・具体的な数値が足りない。 

  ・信頼に値する根拠がない。 

  ・対照実験の不足。 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・今回の探究活動内で次に繋げるために人気キャラクターをどのように活用していくか

ということ。 

  ・自分たちのアイデアについて、常にそれと対照的なことについて考え、全体を通して

客観性を持ち続けること。 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  ・DNP様の技術の発展の変遷について、非常に興味深い事柄を事細かにご説明頂いた。 

  ・DNP様の新技術を体験させていただいた。その中でも、現実世界と仮装世界をリンク

させるVRの技術を、A班B班、ともに体験させていただき、技術の進歩が素晴らしいと

思った。 

    ・アーティストの方の、本や日用品などを工夫して配置したジオラマのようなアートの

展示を見て、その独創的な作風に引き込まれた。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

  ・説得力のあるスライドを作るためには、スライドに具体的な数値、信用できるデータ

や確固たる根拠が必要なこと。 

  ・ある分野について、質問に万全に答えられるほどの広い知識量が必要なこと。 

(2) 感想 

  ・DNPの方々が、非常に暖かく受け入れてくださったので、見学や発表の場での緊張が

和らいだ。 

  ・非常にタイトなスケジュールの中で、曲がりなりにも、チームで方向性をまとめ、ス

ライドや原稿を完成させた時は達成感があった。 

(3) 後輩へのアドバイス 

  ・時に周りと話題を合わせることも重要。 

  ・スケールの大きすぎる題材を設定しないこと。 

  ・すでに具体的な数値が流通している題材を使用すること。 

  ・感情ではなく理論や科学に基づいて考えることができる話題を使用すること。 

  ・相手からの質問をある程度予想して対策を練っておくこと。 

  ・思いついたアイデアは迅速に共有する。 

  ・マイナーすぎるテーマを絶対に設定しないこと。 
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高校生の睡眠の質 
大日本印刷株式会社 Ｂ班 

 

１．メンバー 

  ４名 

 

２．探究目的 

  睡眠の質を上げるには 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

 ・生活と関係が深い 

 ・高校生の睡眠時間が短い 

 ・実際に高校生になって授業中眠くなることが多くなったという実感がある 

 

４．探究の意義 

  睡眠は学生だけでなく社会人になっても人生において必要不可欠であるため、良い睡

眠・睡眠の質を探究することで今後の生活に役立てることができるから。また、良い睡眠

をすると日々のパフォーマンスが良くなり自分自身の精神的安定や身体における健康をも

たらすことができるから。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

  ・実体験を取り入れていて問題を身近に感じることができた 

  ・グラフや表が多く説得力につながっていた 

  ・スライドのデザインに統一性があり見やすい 

  ・発表の起承転結が明確でよかった 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・寝る時の環境と睡眠の質の関係など、他の視点からも調べていきたい 

  ・調査対象を広げ、高校生だけでなく小学生や社会人などの睡眠の問題についても考え

ていきたい 

  ・今回分かったことをより多くの人に伝えていきたい 

  ・実際に人々の睡眠習慣を改善するために私たちができることについても 

   考えていきたい 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  ・企業見学をして、活字の印刷だけでなく印刷する素材の開発や証明写真を撮影する機

械の開発なども行っていることを知り、印刷会社に対する認識が変わった 

  ・働いている方の体験談を聞き、就労についてのイメージを深めることができた 

  ・高田高校の卒業生の方のお話を聞き、昔の高田高校の様子を知ることができた 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

  ・限られた時間の中で、企業という大きな相手に対して、プレゼンをすることの難さ。 

  ・意見をたくさん出すことで、様々な視点で物事を見ることができる。 

 

(2) 感想 

  ・調べたことをまとめるだけではなく、解決策を企画し能動的に実践していく姿勢が足

りていないと感じた。 

  

(3) 後輩へのアドバイス 

  ・文章を考えてからスライドを送る。 

   →文章とスライドに相違点が出てしまうため。 

  ・スライドにはキーワード・表・グラフを書く。 
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SNSによる心理的悪影響 
株式会社テラスカイ Ａ班 

 

１．メンバー 

３名 

 

２．探究目的 

snsによる心理的悪影響を減らすためにどのような対策が必要か調べるため。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

snsによる悪影響は自分たちにとって身近な問題でありsnsはメンタルヘルス悪化のリス

クが高まるという事実を聞いた事があるため。 

 

４．探究意義 

snsによる心理的悪影響のリスクを広め対策を提示し、自分で身を守れるように促すた 

 め。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・顔をあげていて良かった 

  ・snsごとに違いが出るのかを考えてみると面白い 

  ・snsを使用するメリットについても述べた方が良い 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・悪い面だけに注目せずに良い面についても考えた方が良い 

・メンバーで話し合っていた内容でも質問されると論理的に答えられなかったため、考

えをまとめておく必要があった 

  ・自分たちでデータを集めるとより説得力が上がると思った 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

   ・企業の中に部活がある 

  ・ケータリングがある 

  ・高田や上越に何度も来たことがある社員の方々だったため、上越トークをした 

  ・ディズニーの花火がオフィスから見える 

  ・魚に餌をあげた 

  ・YouTube も宣伝をしていただいた 
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６．資料抜粋 

 
 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

・提案を現実的に考えれば考えるほど問題点や矛盾が生まれていってしまう事がわか

り、探究の難しさを学んだ。 

  ・働いている人も仕事をするだけではなく企業内の部活で人生を楽しめると知った。 

(2) 感想 

時間のない中で3人で集中、協力して行い完成まで持っていくことが出来てよかっ

た。誰か一人に任せる事なく一人一人役割を果たせた。 

(3) 後輩へのアドバイス 

スライドや資料の締め切りが想像以上に早くやってくるので一つ一つの授業を大切

にして計画的に進めることが大切である。企業の方への挨拶は重要。 
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「助けて」が言える日本にするには？ 
株式会社テラスカイ Ｂ班 

 

１．メンバー 

  ４名 

 

２．探究目的 

  「助けて」が言える日本にするには? 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

  ・ODを含んだもう少し広い範囲で探究してみたいと思ったから 

  ・学生は心が成長途中で心が沈みやすく、自分達に一番近い話題でもあるから 

 

４．探究の意義 

  高田高校の生徒を中心に相談所の利用を身近に感じてもらったり、SOSを出すことの大

切さを知ってもらったりすることで、少しでも心の健康を促進したい｡ 

  また、普段から自分の心の健康のためにできることや、友達のためにできることを発信

したい。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・良い面だけでなく悪い面も伝えることが大事 

  ・結果が予想と違っても報告していていい 

  ・現状を伝えるといいと思う 

  ・前を向いて堂々と発表できていてすごい 

  ・実際にカウンセラーさんに相談したりテンプレートを作ったり行動力が素晴らしかっ 

   た 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・アンケートをもっと早く作る 

  ・出来るだけ多くの人にアンケートを答えてもらえるように工夫する 

  ・具体的なテンプレートを作って良かった 

  ・プレゼンをする難しさを知った 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  ・より良い発表の仕方を教えてもらった 

  ・テラスカイが各地の小学校でも企画を行っていて私達の出身校に行ったことあるか、 

知っているかをお話しした 

  ・上越にあるテラスカイの支店について紹介してもらった 

  ・フロアの色に工夫がありすごいと思った 

  ・マッサージの予約ができることが現代のワークスタイルに合わせていていいと思った 

  ・アイスブレイクのような聴衆に問いかけがあったら聴衆に注目をしてもらえると思っ 

   た 

  ・オフィスの共有スペースに卓球台があって新入社員との交流の場も設けてあってすご 

いと思った 

  ・昼食はケータリング業者がきてシェフが作ってくれることに驚いた 
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６．資料抜粋 

 
７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 
 ・自分たちで１から活動をすることの楽しさを学んだ 
 ・課題を見つけ、仮説を立て、調べてみて、また新しい仮説を立てることの繰り返しで大

変なことも多かったが、新しいことがわかるにつれて、どんどん私たちの考えも深まっ
ていった 

 ・話し合いや、データの収集、時にはカウンセラーさんからのアドバイスを参考にしなが
ら活動を続けていく中で、私たちなりの答えを見つけることができた 

 ・実際に行動してみたからこそ、楽しさや、大きな達成感を感じることができた 
(2) 感想 

  自分たちの手でアンケートを配ったり、テンプレートを作成したり、カウンセラーさん
と連絡をとり相談しにいったり、こんなにも主体的に活動したのは初めてだと思う。はじ
めに立てた仮説が間違っていることがわかった時は、振り出しに戻った気がして焦りを感
じた。しかし、「その仮説が間違っていた」という事実も、新しい仮説を立てることに役
立ち、探究の活動に失敗はないとわかった。自分たちの力でここまでやり切ったという大
きな達成感が自信に繋がったと思う。また、チームの仲間や、先生方、カウンセラーさ
ん、アンケートに回答していただいた方々の協力がなければ、ここまで探究をすることが
できなかったと思う。周りの人を頼ること、そしてその人たちに感謝することを忘れず
に、今後の生活にも活かしていきたい。 
(3) 後輩へのアドバイス 

  現代ではネットで検索すれば大抵のことが、瞬時にわかりやすく表示される。しかし、
せっかく探究をする機会があるなら、調べればわかることをまとめるだけにとどまらず、
皆さんにしかできないことをやってみてほしいと思う。例えば、身近な問題の解決に焦点
を当ててみたり、現地に足を運んでみたり、新しいアイデアを提案してみたりするなど、
実際に行動してみることが探究の1番の楽しさだと思う。 
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花粉の飛散を抑える 
株式会社東芝 Ａ班 

 

１．メンバー 

５名 

 

２．探究目的 

   大気汚染などが問題になっている。花粉症で苦しんでいる人が多いであろう杉花粉はなぜ、

ここまでに人間に害があるのか。その害をなくすまたは少なくする方法はあるのか探す。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

   本グループにも花粉症の者がおり、年々花粉症の発症者が増え症状が大きくなっている。社

会生活や日本経済に及ぼす影響が大きく、解決策の提示が求められている。山間部の多い新潟

県上越市から解決策を提示し、日本社会にそのモデルを広めたい。 

 

４．探究の意義 

   林業の活性化によって、花粉を出さない杉に植え替えて花粉の発生を抑制し、花粉症で苦し

んでいる人を少なくすること。また、植林によって二酸化炭素の吸収量を上げること。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業でいただいた指摘や意見 

  ・二酸化炭素削減の面でも古い杉を伐採するというのは良い意見だった。 

  ・杉花粉のことなのかヒノキ花粉のことなのか分かりづらい箇所があった。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・杉花粉なのかヒノキ花粉なのか分かりやすくする。 

  ・より分かりやすく伝わりやすいように森林環境税の部分の原稿を訂正する。 

  ・無花粉杉や少花粉杉が開発されて広まっている中ではあるが、まだ花粉症患者が多く社会問

題となっているのは森林環境の保護が鍵となっていると考え、森林循環を広く社会に知らせ

ること、林業の重要性を広めることがこれからの日本社会では重要なのではないかと感じ

た。 

  ・今の日本社会の課題として輸入された木材に頼りきりになっているということがある。だか

ら、木材の地産地消をしていなければ無花粉杉や少花粉杉に植え替えることができないた

め、それが完全にできる社会になれば花粉症やその他の環境問題が今よりもずっと解決され

るのではないかと考えた。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  ・AIによる気象予測、空調の調整。 

  ・より効率的な太陽光電池を使い、脱炭素化を図る。 

  ・これからの進路やその進路を実現するための方法などについて教えていただいた。 

  ・懇談をさせていただいて、これからの時代を生きるためには一つのことだけを突き詰めてい

く力だけではなく様々なことを知って、探究していき多角的な視野を持つことが大切になっ

ていくのだということを知り大変良い勉強になった。 

  ・企業見学では実際に研究所内を見学させていただき、普通では見ることができない大企業の

内部を見ることができ、貴重な体験となった。また、これからの進路に関して非常に良い経

験をさせていただくことができたと感じた。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

  ・現実的なものを探究テーマとして、班で話し合いやすいものを設定した方が良い。 

 ・情報収集の大変さと難しさ。 

 ・分かりやすく伝えるには図やグラフなど使い、文章よりも目でわかるようにした方が良い。 

 ・日本の大企業で活躍されている方は沢山の勉強や努力をされているということを学んだ。 

 ・ネットにある情報は全て正しいとは限らないから情報の取捨選択の難しさや、本当に欲しい文

献や論文を得ることの大変さ。 

(2) 感想 

 ・テーマを出すことが難しかった。 

 ・チームの中で話し合って結論をまとめていくことが大変だった。 

 ・班のみんなで一つのことを作り上げることに達成感を感じた。 

 ・企業訪問で聞いたお話は難しかったが、これからの探究や進路など色々な面で参考になった。 

 ・最初に設定した仮説を検証することや調べることが難しく、変更することになり、どうなるか

不安になったが森林についてのことや無花粉杉のことにシフトチェンジして探究をやり遂げる

ことができて良かった。 

 ・企業の方から予備提案書の意見をもらったり、実際に多角的な視点からアドバイスをいただく

ことができ、より良い発表にすることができた。 

(3) 後輩へのアドバイス 

 ・テーマは自分たちが理解しやすく調べやすいものにすると良いと思います。自分たちでも探究

しきれない課題や解決方法を選んでしまうと手に負えずにせっかくグループのメンバーと話し

合ったり、調べたりしたものが振り出しに戻ってしまうことがあるので、探究テーマについて

多様な視点から調べて目的を明確にし、内容が濃く質が高い探究をしてほしいと思います。 

 ・自分たちで仮説の検証ができ、難しすぎない仮説を立てることや、調べたことだけでなく自分

の考えも意見に入れる。また、質問にも対応できるように下調べをきちんと行うことが重要で

す。 
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水素エネルギーは地球温暖化を解決するか 
株式会社東芝 Ｂ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

水素エネルギーの利用は本当に地球温暖化の解決につながるのかについて調べる。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

近頃温室効果ガスの影響による地球温暖化のニュースなどを耳にすることが多く、世界的に

解決しなければならない問題である。そのためには水素エネルギーの活用が必要であると考

え、まずは自分たちにできることを行うべきだと考えたから。 

 

４．探究の意義 

従来の発電方法より安全で環境に優しい水素エネルギーによる発電を、自分たちで調べて意

見を出すことで日本や世界のエネルギー問題の現状を今までとは違う視点から知ることがで

き、また出た結論を通して社会に貢献することができると考えました。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

  ・図や表の使い方をもっと具体的に。 

  ・独自で、まだ誰もやったことないことを考えていて良かった。 

  ・比べたい対象が、全体にどのような影響を及ぼしているのかを、実際のデータや表、グラ

フ、図などを用いて表現すると、聞き手は理解が深まるということ。 

  ・高校生にもし戻れたら、勉強、読書をもっとしておくべきだったという意見。 

  ・好きなジャンルからでいいので読書を続けるべきということ。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

 ・水素エネルギーの開発が進んでいない理由として、輸送コスト、製造コスト、製造時の二酸

化炭素の排出という問題があり、その上で現在の企業が、水素ステーションや水の電気分解

による水素の製造を行っているということを知り、環境にやさしい社会を作るためには多額

のコストがかかるということを考えた。 

  ・見る人が理解しやすいプレゼンを作るべきだった。 

  ・集光型太陽電池を使う理由をしっかり示しておけばよかった。 

  ・水素エネルギーについて理解を深めておくべきだった。 

(3) 企業見学、社員の皆さんとの懇談 

  ・高校生のうちからしておくべきことで、読書と勉強の大切さを教えてもらった。 

  ・東芝の最先端の技術を見学させていただいた。→半導体など 

  ・自分の好きなジャンルでいいので、集中力や知識を身につけるために読書を続ける事。 

  ・大人は何があるかわからないから、常に努力し続けて万全の状態にしておくべきというこ

と。 

  ・半導体とはそもそもなにか、太陽光パネルがどのような仕組みでできているのか。 
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６．資料抜粋 

 

 

７．感想、後輩への一言 

(1) 学んだこと 

   大きすぎるテーマにせず、探究しやすいものにする。 

   情報を整理、分析し、新しい提案を出すことの難しさ。 

   スライドに文を書きすぎず、大切なことだけでまとめる。 

(2) 感想 

   東芝の最先端の技術を見るだけでなくわかりやすく説明までしていただいた。また、私たち

の意見や提案に対して、それを実現するのがなぜ難しいかなど、私たちの知る知識から展開

された説明を受けて、水素エネルギーのテーマについての理解が深まったと思う。ありがと

うございました。 

(3) 後輩へ一言 

  大雑把なテーマから、細かいところに視点を置き、探究していくと全体が上手く纏まりま

す。 
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プラスチック問題について 〜日本の現状と課題〜 
野村ホールディングス株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

６名 

 

２．探究目的 

「なぜ日本は一人あたりのプラスチック廃棄量が多く、リサイクル率が低いのか」を明

らかにすること。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

上越の海に漂着した多くのゴミを見て、プラスチック問題を身近に感じ、解決しなくて

はいけないと感じたから。 

 

４．探究の意義 

プラスチック問題をより身近に感じられるようになる。 

小さなことから行動に移せるようになる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

 ・そもそものリサイクル率をアップさせることの利点を述べた方がよい。 

 ・リサイクルボックス設置に関する具体例を出した方がよい(置く場所など)。 

 ・数字を詳しく出したのは良かった。 

 ・自分たちの経験を入れた方がよい。 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

 ・自分たちの経験や意見があまり含まれていなくて、聞き手が自分ごととして考えにくか

ったと思った。 

 ・詳しい数値を提示することは、説得力を上げるために大切だと改めて思った。 

 ・各家庭や学校でできる解決策を提案したことで、社会問題をより身近に感じることがで

きたと思った。 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

 ・プレゼン後に企業内を見学させていただいた。トレーディングルームにも入らせていた

だき、金融業界の最前線を体感でき、貴重な経験だった。 
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6. 資料抜粋 

 

 

 
   

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

 ・探究活動においては統計的な数字だけでなく、自分たちの経験や聞き手がより問題を身

近に感じられるような表現を含めることが大切だと学んだ。 

 

(2) 感想 

 ・自分たちがまったく気づかなかったような点を指摘していただいて、学生以外の視点か

らの意見だったので新鮮だった。また、社会に出て働くときの挨拶や礼儀の大切さを改

めて感じた。 

 

(3) 後輩へのアドバイス 

 ・テーマ設定するときは、自分たちの経験や具体的な考えを元にして考えることが大切だ

と思う。また、それが聞き手にとって共感できる内容であればより説得力が増すと思

う。 
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世界一受けたい金融授業 
野村ホールディングス株式会社 Ｂ班 

 

１．メンバー 

５名 

 

２．探究目的 

 私たち若者が将来お金に困らないためにはどうしたらいいか。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

   老後2000万円問題や円安ドル高問題などにより、安定した資産を形成することが難し

いが、将来必要があると思ったから。また私たちが小,中,高校生活を送る中で金融に関

する教育が不足していると感じたから。 

 

４．探究の意義 

   金融教育によって若者の金融リテラシーの理解を深めることで、将来の資産の安定に

つなげることができる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

 ・アンケートに母集団や回答人数などの数字を入れたほうがよい 

  →データに説得力をもたせるため。 

 ・投資の具体的な内容を入れたほうがよい 

  →外部の企業に委託しているのか、何かしらのアプリを使っているのかなど。 

 ・ジェイフレックについて 

  →民間企業だけでなく公的な機関がおこなっている活動や制度について調べる必要があ

る。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

 ・自らが動く活動の重要さを感じた 

   野村ホールディングス株式会社さんが主体となっている活動を実践例として取り上げ

たが、自分たちにできることまで考えが及ばなかった。例えば高田高校の生徒を数名集

めて実際に金融授業を受けてみる、私たちがプレ授業をしてみるなどといった主体的な

活動が必要だと感じた。 

 ・アンケート及び取材に関する説明不足 

5ｰ1でも述べたようにアンケートを実施した際の母集団、実施期間などを示す必要が

あると思った。これにより結果だけでは不足している説得力が増す。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

 ・高田高校卒業生の青山さんとの懇談 

学生時代の話から進学、就職など幅広い話をうかがうことができた。学生時代、特に

高田高校での生活に関する話では部活動の様子から勉強のアドバイスまでうかがうこと

ができ、新鮮だった。 

 ・企業内の見学  

社員の方々が実際に働く場所を見学させていただいた。外国出身の社員の方も多いと

いうことで世界を相手にした仕事をされていることを実感した。1名の社員につき約3台

のパソコンに囲まれた中で、画面の向こうにいるプロと向き合っている姿が印象に残っ

た。また、顧客との信頼関係の構築のために、質問に対する回答は今答えることのでき

る最大限の回答でいいのでなるべく迅速にというお話も参考になった。 
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６．資料抜粋 

 

 

 
７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 
 ・世間の話題に目を通し様々な文献に触れることで知識を増やすことができた 
 ・自分達で課題を出しその解決策を考え挙げることの難しさ 
 ・工夫したスライドの作り方 
 ・スライド発表の適切な声の大きさや話す速さ 
 ・外部に取材を依頼し、うかがうときの礼儀作法 
 ・広い視野を持ち、自分たちの意見を様々な方向から客観視することの難しさ 

(2) 感想 
  今回の企業研修を通して、まず具体的にどんなテーマを問題解決にするか決めることが

難しかった。何度も話し合ってテーマが決まってからは一丸となって協力してスライドの
作成にあたることができた。私たち自身も金融に関する知識が不足していたため多くの資
料や文献、夏休み中に実施した取材を元に、設定した課題を多角的に捉えることができ
た。当日の発表では当企業の方の前で発表してフィードバックをもらう貴重な経験を得ら
れたことがとても良かった。最後まで改善に改善を重ね、企業訪問の反省を活かしたスラ
イドを完成させることができた。 
(3) 後輩へのアドバイス 

  この探究活動では今まであまり関わりがなかった人とグループを作り、数ヶ月間で社会
問題について考え大企業へ足を運びプレゼンをするため大きな不安を抱えている人も多い
と思う。しかし、社会のために何ができるのか自分の考えを持ちその考えを共有すること
をまずは大切にして欲しい。その上で聞き手が聞きとりやすく理解しやすいようなスライ
ドを作ることを意識してもらいたい。アンケートの実施については、適切な質問項目や数
についても意識するといいと思う。例えば選択肢を設ける場合に「その他」の項目を設
け、次の質問でその内容を問うことが挙げられる。発表の時の質疑応答については、その
時にできる最大限の回答でいいので自信を持って迅速に回答ができるといいと思う。 
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二酸化炭素の削減 
                                日本ケミコン株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー  

４名 

 

２．探究目的 

・二酸化炭素削減に向けた具体的な対策。 

・現状把握し、二酸化炭素問題を多くの人に伝える。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

・二酸化炭素の問題の解決策を詳しく調べてもっとも二酸化炭素が引き起こす原因について知り

たいと思ったから。 

・近年地球温暖化の原因にもなっているから。 

 

４．探究の意義 

・二酸化炭素の将来的な削減方法を調べ、考察し、多くの人に広める。 

・探求の内容を地球温暖化対策に生かすことができる。 

・二酸化炭素削減を主とした環境に優しい製品の開発がしやすくなる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・杉を植えると花粉症の問題が出てくる。 

・植林時に重機の作動による二酸化炭素を排出してしまう。 

・節電の取り組みについて具体的に書く。 

・スライドの構成が良かった。 

・荒廃農地を使用することに着目したのが良かった。 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・花粉症対策で無花粉スギを取り入れようと考えた。 

・節電量のグラフを改良すべき。 

・参考文献を記入した方がいい。 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

・社員さんから『どの教科も満遍なく勉強した方がいい』とコメントを頂いた。 

・ソリューソン開発部見学にて製作された作品の工夫点をお話しいただいた。 

・アルミ電解コンデンサーについての説明でコンデンサーが小さいものから大きいものがあ

り、日常のさまざまなところに使われていることを知った。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩へ一言 

(1) 学んだこと 

東京に本社を置く大企業に自分たちのプレゼンを発表する際の緊張感と問題テーマの仮説を

考えることと仮説を立証するための検証方法を考えることの難しさを学んだ。また、日本の首

都である東京で目的地への行き方を調べたり、満員電車に乗ったり、乗車券を買ったり、新潟

で体験することができない学びがあった。 

(2) 感想 

テーマはすぐ決まったが、最初のスライドは調べた情報の羅列で仮説（自分たちの考えたこ

と）がなかった。仮説や検証、根拠をまとめるのに時間がかかってしまい提出期限がギリギリ

だった。発表の原稿を行きの新幹線や企業に訪問する直前まで練習を行い、発表本番大きなミ

スすることなく発表することができた。企業からいただいた意見をもとにスライドを再構成し

校内予選を突破し本戦に進むことができた。今回の企業、校内での発表を通して、普段の自分

とは違った自分になっていて、一人一人大きく成長することができた。 

(3) 後輩へのアドバイス 

一人一人がしっかり考えること、1人に任せっぱなしにしないことが探究において大事なこ

とだと思います。前もって取り組めば取り組むほど良いと思います。企業訪問後の行動は調べ

ておいた方がいいです。 
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エネルギー使用の最適化 
日本ケミコン株式会社 Ｂ班 

 

１．メンバー 

  ４名 

 

２．探究目的 

・既存の廃棄物の処理方法について知っていく中で、もっと良い方法がないかを考える。 

・エネルギー供給方法を工夫して、エネルギーを最適化する策を考える。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

・日本ケミコン株式会社の環境への取り組みのビジョン・方針にある「エネルギー使用の最適

化」のために、どのようなことができるか不思議に思ったから。 

・これからエネルギー不足が深刻化していく中で、どのようなエネルギー資源を使用するのがい

いのか知りたかったから。 

 

４．探究の意義 

・新しいエネルギーに着目し、責任のあるエネルギー使用をすることで、エネルギーの持続化を

図ることができ、将来の人々に引き継ぐことができる。 

・普段考えないことに着目し、主体的に取り組むことで、社会に寄与出来る。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

  ・具体的な数値を示す。 

  ・アルハイテック株式会社の活動を広めるための方法を示す。 

  ・発表時にiPadを見ない。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・文系には分かりにくかった。 

  ・化学的な説明が多くて実現性などを評価していなかった。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  ・自分たちの身近なところに製品が使われている。 

  ・アルミ電解コンデンサの世界シェアNo.1を誇っている。 

  ・高校、大学での勉強が大切である。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

  ・プレゼンを作るとき、仮説を立てることの難しさ。 

  ・質問されたときに、全員が答えられるように知識をつける。 

  ・メリットだけでなくデメリットにも目を向ける。 

  ・数値化することでより説得力のある説明になる。 

(2) 感想 

   0の状態から新規性のあるものを探究することは想像以上に難しかった。調べたことだけで

は探究ではなく、実際に実験することが探究であると感じた。また、実験でも予想に反する結

果が出て、いろいろな発見をすることができた。実際にその活動を行うとなると、総括した電

気使用・発生量、環境への悪影響などをさらに調査する必要があると考えた。この学びをもと

に大学、就職後の私生活、研究などに活かしていきたい。 

(3) 後輩へのアドバイス  

   最初の課題設定がその後の探究活動を円滑に進めるためのキーポイントとなると思う。数値

化できる課題を選ぶとよりいい発表ができるのではないか。また、探究していく中で分担して

調べるところもあると思うが、調べた内容を班のメンバーに共有して、全員が説明できるよう

になっておいた方が良いと思う。また、インターネットで調べた情報を鵜呑みにせず実際に実

験してみたり、自分たちで調査することで信頼性があり、説得力のある発表ができる。また、

企業についてHPなどでよく調べて、関連づけた発表にすると企業の方からより専門的なアドバ

イスがいただけると思う。もし、もうこれ以上調べるものがないっ！となっても何か自分たち

で調査できるものはないかと考えてみてほしい。 
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10代のスマホ依存の解決策について 

 

日本電気株式会社 Ａ班 

 

１. メンバー 

６名 

 

２．探究目的 

高校生でスマホに依存してしまうと、成績低下や睡眠不足から起こる生活の不調（授業

中の居眠り）などの悪影響がある。また、ＳＮＳを介してリアルな人間関係が不調をきた

すと、問題は深刻になる。 

スマホを眺めて一日が終わってしまうと、高校入学時に抱いていた夢を叶えられないの

ではないかという将来への不安が増していくため、スマホ依存の解決策を出すことによっ

て、その不安を軽減することを私たちの探究の目的とした。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

私たちの身近にある問題で、自分の経験をもとに解決策を探ることができるから。 

 

４．探究の意義 

スマホはとても便利だ。しかし、スマホを手放せない私たち高校生は、漠然とした不安

を抱えている。その不安の実態を明確にし、解決策を探究できれば、今後の高校生活の改

善に繋げられるのではないかと考えた。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

 ・アプリを誰向けに作るのか（対象を明確に） 

 ・自分たちが作ったアプリで本当にスマホ依存をやめられるか（実証的な思考） 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

 ・アプリのターゲット層を明確にする 

 ・アプリの工夫点をわかりやすくする 

 ・自分たちがこのアプリを使ってスマホ依存を解決できるのかを実証する 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

ＮＥＣ社員の方のプレゼンで他国の現実についてのお話を伺い、自分が実際に見たり聞

いたりすることの大切さを学んだ。また、企業見学では、ＮＥＣの生体認証の性能、スタ

ジオでの最新機材などを体験し、貴重な機会となった。社屋にはさまざまなスペースがあ

り、一人で集中して仕事をしている方や、コワーキングスペースでミーティングをしてい

る方がいて、働き方の多様さを感じた。 
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６．資料抜粋 

   

   

  
 

７．感想・後輩への一言 

 (1) 学んだこと 

  自分の経験を活かせる社会問題は解決策を考えやすい 

  解決策の対象者を細かく設定して考えた方が良い 

  解決したい問題が「対象者の意思」が鍵となるテーマは解決しにくい 

 (2) 感想 

ゼミ活動では、テーマを自分たちの身近な問題に設定したことにより、自分たちの経験

をもとに解決策を探ることができたため、今までの生活を振り返れただけでなく、これか

らの生活を考えるきっかけにもなったので良かった。 

 (3) 後輩へのアドバイス 

夏休み中に集まって発表の大まかな枠組みを決めておくといいです。時間はあると思っ

ていると、テストや行事があり、思っている以上に時間がありません。また、先行研究の

文献調査を行うといいです。自分たちで実験せずとも結果を得られるため、効率的な探究

を行うことができます。そして、自分たちの考えた解決策を自分たちで実践すると、机上

の空論ではなくなり、説得力を持ちます。やっておけばよかったということがないように

頑張ってください。 
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私たちが思う「働く」ということ 
            日本電気株式会社 Ｂ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

現代社会には、様々な労働問題や職場におけるハラスメントなどがある中で、私たちは将来働

くことへの不安を抱いた。そうしたディスカッションから、よりよい状況へ向かうにはどうすれ

ばよいかを探究し、「働く」ということに希望や意義を見出したいと考えた。まずは、現在の職

場のリアルを知ること、私たちが考える理想的な職場を具体化することを手掛かりとしたい。そ

して、働くことへの不安を少しでも解消し、未来への希望や働くことへの意義につなげたい。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

理想の「働き方」を明白にし、それを現実の社会に発信できればと考えたため。 

 

４．探究の意義 

高校生として個々が理想としている働き方を明白にし、社会と関わるという意識を持つこと

で、将来の日本の働き方も変わっていくのではないかと期待する。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

プレゼンテーションを聞いていただいて二つの意見を頂いた。一つ目は、「お金を稼ぐ＝悪

いことではない」ということだ。私たちは、探究の中でお金のためだけに働くことは良くない

と考えてきた。お金をもらって働くことは会社からの感謝を伝える営みであり、自分の価値を

認めてもらうことだと教わった。二つ目は仕事をする上で「どれだけ相手を喜ばせられるか」

を考えてほしいということだ。仕事は人と人との作業だから、ひとりひとりが目的を持って動

くことが大切だという意見をいただいた。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

ＮＥＣの方々からのご指摘やご意見を踏まえて私たちは働くことについて固定観念にしばら

れていることに気づくことが出来た。働くことにマイナスイメージを持つことが多かったのだ

が、発想を変えたことによって、仕事をすることで自分の価値に気づき自信が持てるようにな

ると考えた。そして、その自信を持つことが、私たちが働く意味のひとつであるのでは、とも

考えた。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

ＮＥＣの方から「素敵な人」に関するプレゼンテーションをしていただき、むやみやたらに

最新の技術を導入するのではなく、導入した後に何をするかが大切だということを聞き、この

ことはこれから生きていく上で、いろいろなことに役立つなと考えた。また企業見学では、企

業内にあるスタジオに入り、カメラを触らせてもらえ、セットに座って、実際の撮影のような

ことを体験することができた。貴重な体験の機会をいただけ、意義深い一日となった。実際に

仕事をしているオフィスも見学でき、社員の方々がどのように仕事をされているのかを間近で

拝見できた。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

「働く」ということをテーマにして、将来の働き手である私たちが理想の条件で成り立つ社

会で働くための環境づくりの難しさを実感した。企業に訪問させていただき、想いをもって仕

事に取り組むことは、人を喜ばせることができるし、仕事の成功の鍵だと学んだ。 

(2) 感想 

この探究を通じて、社会問題としてしばしばニュースで取り上げられている長時間労働や人

手不足などの問題の要因はどこにあるのか、解決につなげるにはどこから手をつけるべきなの

かアンケートを取り見ていく中でリアルを知り働くということへの解像度を上げることができ

た。また、探究をする中で、上越市役所の方々に実施したアンケートや企業訪問、先生、親に

なぜ働くのか、また働くことについて、どう思っているのかを質問すると、それぞれの答えが

返ってきた。働くことは生活するためには誰にとっても必要だが、働く意味は人の数だけある

と知った。私たちもこの探究を手がかりに自分なりの働く意味を見いだせるようになりたい。 

(3) 後輩へのアドバイス 

最初のテーマ設定の範囲が広すぎると、探究を進めていく中で収集がつかなくなってしま

う。テーマ決めがとても重要だ。また、途中(後半)でテーマを変更するのはとても大変なの

で、極力しない方がよい。チームのメンバーが知らない人だらけということもあるが、活動に

おいて最も大切なのは話し合うことだったので、自分から率先して意見や案を出すことでより

深い探究活動ができると思う。辛い場面もあるかもしれないが、メンバーを頼りあいながら頑

張って欲しい。そうすることで、チームの仲も深まり、悔いなく活動を終えることができると

思う。 
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再生可能エネルギーの普及 

パナソニックホールディングス株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

化石燃料を使う必要がなくなるのになぜ普及しないのか、どのようにしたら普及するのか、ま

た、コスト削減の方法を明らかにすること。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

日本では化石燃料を使う発電方法が主として利用されており、その方法では温室効果ガスが出

て地球温暖化を深刻化させるため、それを改善できる再生可能エネルギーの詳細を探りたいと思

ったから。また、再生可能エネルギーを利用していく上でコストが懸念事項とされているため、

どのようにすればコストを削減し、普及の促進につながるのかを考えたいから。 

 

４．探究の意義 

再生可能エネルギーの普及を促進すれば地球温暖化の原因を一つ減らすことができる。 

     

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・実際に専門家や企業の方に話を伺った方がより良い発表になる 

・法律や制度の整備を目指すのなら是非とも政治家になってもらいたい 

・羽のない風力発電機が興味深かった 

  

(2) 発表を終えて考えたこと 

・インターネットの情報を主として使用したため、電力の消費者としての視点を重視してしま

ったこと 

・具体的に専門家や企業の方から話を伺いそれを考慮して自分たちの探究をより深めていくこ

とができていなかったこと 

・口頭で話す文量に比べてスライドの枚数が少なく１つのスライドで長々と発表を続けてしま

うことになってしまったため、スライドで逐一要点をまとめておくべきであったこと 

・法律や条例などで拘束力をもたせることで確実に発電方法を変えていく必要があること 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

・Automotive Devices & Solutions という取組のAIや広範囲のスピーカー、ディスプレイを

使用した快適なパーソナル空間を実現した次世代型の自動車の試乗 

・セルロースファイバー成形材料を活用したプラスチック量削減を目的とした画期的な食器の

見学 

・窓、壁面等に設置することができ、景観を維持し、効率よく発電を行うことが出来る次世代

型ペロブスカイト太陽光電池の紹介 

・くらしの向上と社会の発展に貢献することを理念として家電を販売し、進化を遂げてきたパ

ナソニックの歴史 

・パナソニックの大規模な事業領域、求める人材等の企業情報の紹介 
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６．資料抜粋 

 
７．感想・後輩への一言          

(1) 学んだこと       

様々な視点から考え自分だけでなく仲間と意見を出し合い考えていくことで課題に対する解

決策を見つけることが出来ることを学んだ。またインターネットで調べるだけではなく現場の

声を聞いたり専門家に聞きに行くなど行動に移すことが大切だと学んだ。 

(2) 感想 

自分たちが探究してきた内容をどうやって他の人に説得力があって分かりやすく伝えるかが

一番大変だった。準備の時間が多くない中、仲間と頻繁にコミュニケーションをとりながら活

動できた。人にうまく伝えることの難しさが分かった。 

(3) 後輩へのアドバイス 

インターネットで得た情報をかき並べるだけだと浅はかなものになってしまうから、その情

報を元に班の仲間とじっくり考察をし、生じた疑問を専門家の方にお聞きして内容を深めてい

くのが理想的だと思う。研修を終えた後の最終発表までの時間では、企業の方の意見を反映さ

せ、より良い発表ができるように一人一人が練習することが大切だと感じた。忙しい期間もあ

ると思うが、最後まで妥協せずに班員みんなで努力をすれば、最終的にやってよかったと思え

る活動になると思う。 
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身近なものを使った除雪 

パナソニックホールディングス株式会社 Ｂ班 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

上越市は除雪車が来ない地域があって不便なので除雪の負担をなくし、快適に過ごすにはどうした
ら良いか。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

家の前の雪が除雪されなくて困っている人達を助けたい。 

私たちにとって雪は身近な存在だから。 

 

４．探究の意義 

低コストで出来るだけ人の手を使わずに、効率よく家の前の雪を融かすことができる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・実験をするとよい 

・雪を活用する方法もあるとよい 

・B to B という発想もあるとよい 

・ゆきを融かすと言う発想がおもしろい 

・雪国ならではの発想がおもしろい 

・スライドのレイアウトが見にくい 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・実際にどの物質がどれくらい雪を融かすことができるのかを実験をして確かめてみる 

・専門家の人に話を聞きに行く 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

企業見学ではパナソニックのこれまでの歴史や最先端の取り組みなどを実際に体験したりお話を
聞きながら知った。次世代の車や街づくりなどワクワクするような開発が沢山あった。社員の皆さ
んとの懇談では、課題を解決する時に、その原因となるものを無くそうとするだけでなく、視点を
変えて、雪を有効活用しようとする考え方も大事だと教わった。 

66



６．資料抜粋 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

今回の活動を通して、私たちが調べたことが正しいかどうかを確認し深めていく姿勢の重要さを

学んだ。そして、排除するだけでなく共存していく道の存在を改めて学んだ。自分たちには馴染の

深いものであっても相手には伝わりにくい可能性があるためそれを考慮する必要性を学んだ。 

(2) 感想 

全体を通して特に苦労したのは、何を企業に提案するのかを考えることだった。事前に作ってい

たスライドは班でテーマがバラバラで、構想を練るのがとても難しかった。しかし、班で長期間同

じ目標に向かって協力するのはとても楽しく、発表が終わったときはとても達成感があったので、

この経験を大切にしたい。 

(3) 後輩へのアドバイス 

この活動で一番大切なことは、とにかく積極的に意見を出し、まとめること。これができずに、

1 人だけに全てを任せたり、妥協して内容を薄くしてしまったりすると、質が低く深みのない探究

になってしまう。約半年と、時間は十分にあるので、授業外の探究活動も率先して行い、一人一人

が班に貢献するという気持ちをもって最後まで取り組んで欲しい。 
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過疎地域における医療について 
ジー・サーチ株式会社（富士通） Ａ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

今後増え続ける過疎地域で、不自由なく住みやすい医療環境を整えるために、何が必要

でどうすれば医療従事者の負担を増やさずに充実させることができるか 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

・少子高齢化社会において国民が平等に医療を受けるために解決すべき問題であると考えた

から。 

・医療を必要としている過疎地域に住む人に対して医療従事者が不足しているという日本の

現状を改善する必要があると考えたから。 

 

４．探究の意義 

日本の現状を知ることで、社会のために自分たちができることを見つける。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

  ・テーマや着眼点が良かった。 

  ・実際にアンケートをとったことが良かった。 

  ・コストについても考えると良い。 

  ・既に世にある事例を徹底的に調べてその課題を自分たちならどう解決できるのかを考え

ることが必要。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・移動診療車や医療現場でのAI活用についてさらに深く調べる。 

  ・アンケートをもっとたくさんの世代に対して実施する。 

  ・実際にその立場にいる人にお話を聞く。 

  ・実際に使用する相手のことをもっと考える。 

(3) 企業見学、社員の皆さんとの懇談 

  ・日本を背負う大企業だということをオフィスから感じられるくらい立派だった 

  ・高校生活での経験や行ってきた活動が将来に繋がっていくことを教えていただいた 

  ・日本だけでなく、世界全体に視野を広げる大切さを知った 
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６．資料抜粋 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

日本の社会問題やそれについての現状などの情報を1から収集すること、その情報と社会

問題の解決方法をひとつのプレゼンにまとめることの大変さを学んだ。特に、課題解決の

ためのアイデアや提案を思いついても、それを言葉で表すことに苦労した。自分たちの思

いや考えをそのままプレゼンに反映させるにはどうすればよいのかということを常に考え

ながら探究活動に取り組んだ。 

(2) 感想 

探究活動を通して、最後まで諦めずに課題と向き合うことの大切さを実感した。発表当

日までの時間がない中、班のメンバーがそれぞれの意見を共有することで幅広い視点から

解決策を考えることができた。納得いくものを完成させるのはとても大変だったが、プレ

ゼンを終えたときには大きな達成感を感じた。今回の活動で学んだことを今後の生活に生

かしていきたい。 

(3) 後輩へのアドバイス 

班の中でどんどん意見を出してみんなの意見を否定しないことが大切。班でコミュニケ

ーションをたくさんとることで、活動が進みやすくなるし、仲も深まると思う。締め切り

が近くて焦るときでも、メンバーと力を合わせてやり切ってほしい。また、自分たちの活

動に自信をもって取り組んでほしい。もちろん発表の前は不安だと思うが、過去の自分た

ちを信じて、胸を張って発表してほしい。 
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高齢者のデジタルデバイスのニーズについて 

ジー・サーチ株式会社（富士通） Ｂ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

なぜ高齢者のニーズがないのかを探るため。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

近年、デジタル機器の登場により、従来の社会システムが大きく変わった。デジタル化が

進む一方、高齢化社会によって、現役世代と高齢者のつながりが重要となっている。しかし、

高齢者のデジタルデバイスの所有率は極端に低く、昨今の情報社会についていくことが難し

くなってきている。それを解決するために、地方自治体や企業などが高齢者に対してさまざ

まな割引キャンペーンなどを実施しているがあまり効果がないようである。それは高齢者に

はそもそもデジタルデバイスに対する需要がないということである。したがってこのテーマ

を探究し、どのようにして高齢者のデジタルデバイスのニーズを上げられるかといったこと

を導きたいと考えた。 

 

４．探究の意義 

現役世代と老齢世代の関係値を高め、情報格差を是正することにより、現代社会における

デジタル化を積極的に進められるようになる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘、意見 

実際にどれほどのコストがかかるのか、どれほどの人数が使えば社会が改善されるか、な

どを具体的な数字を用いて説明するとさらに良い。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

どんな対象に、どのような支援が行えるのかは具体的に説明できた一方で、どこまで行え

ば社会が改善されるのかなどは考えていなかったので、もっと説明に信頼性や客観性を持た

せることが大切だと考えた。 

(3) 企業見学、社員の皆さんとの懇談 

富士通株式会社の現在の活動方針についての貴重なお話を聞かせていただいた。どのよう

なソフトウェア開発を行っているか、そしてそれを通してどのような社会を実現していくべ

きかを学ばせていただいた。 
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６．資料抜粋 

 

７．感想・後輩へのひとこと 

(1) 学んだこと 

今回の活動を通して、課題解決に向け思案する上で、客観的に考え論理を立てていくこと

が大切だということを学んだ。様々な文献や資料を照らし合わせながら課題や解決策、改善

点を論理的にまとめていくことの難しさを知った。東京研修で、実際に働いている方から、

具体的な人物を思い浮かべて解決策を考えると良い、というアドバイスもいただいた。 

(2) 感想 

社会問題と長い時間をかけて相対することで初めて体感する難渋さがあった。問題を解決

しようと本気で行動する大人が大勢いるのに未だ叶っていない事を考えれば、自分たちに何

ができるのかと思ってしまう。しかし思うように問題解決に近づけなくとも、探究を通して

得たものは多かった。それを大切にできたら良いと思う。 

(3) 後輩へのアドバイス 

グループは、事前に個人で考えたテーマの内容によって決まるため、初めて顔を合わせる

人がいるかも知れないけれど約五ヶ月かけて行うことだから仲を深めると良い。また、一学

期が終わるとあっという間に研修当日になってしまうことを覚えておいて欲しい。提案する

時は、明確で現実味のあるものにすると具体的でわかりやすい。他者に任せすぎず、責任感

を持って頑張ってください。 
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寺子屋プロジェクト 
 〜どのような人にどのような教育の機会を与えることが公平なのか〜 

                   株式会社ベネッセコーポレーション Ａ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

平等な教育の先にある“公平”な教育とは何かを考える。 

平等な教育を受けない、受けられない人にとってそれぞれに合う教育とは何かを考え

る。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

教育格差、IT格差、不登校など、日本の教育には様々な問題がある。それらについて

今の教育と重ね合わせて考えた時、私たちは“平等”な教育をもとにした“公平”な教

育の実現が必要になると考えた。ここでの公平な教育とは 現時点で整っている憲法や

義務教育の制度をもとにそれらを受け取らない人、受け取れない人に合う方法のことで

ある。 

 

４．探究の意義 

学校という教育環境しか知らなかった人に、SDGsの目標の一つである質の高い教育と

将来につながる新しい選択肢を与えることができる。現状を踏まえ、平等な教育の先に

ある「公平性」について考え、さらにターゲットごとに異なるアプローチができる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・個々に合うスタイルとは具体的に何か。 

→オンラインや学習塾などの体制が整い、その種類も増える中で個々に合うスタイルと

は具体的にどのようなものか、どのように捉えているのか。 

・自分と似た状況・気持ちの仲間と共に学ぶ利益とは具体的にどのようなことか。 

→不登校の子どもたちが集まる、もしくは同じような環境下に置かれた子どもたちが集

まることで新たに生まれる利益とは何か。またそれが利益という事ができる理由は何

か。 

・教える人は誰か。 

→ボランティア活動の一環として行うにしても、行政が行うにしても教育現場の人手不

足が問題になっている。その人手はどこで補うつもりなのか。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

社員の方からのリアクションが嬉しかった。自分たちのテーマについて、たくさんの

意見や質問をいただき、フィードバックもしてくださったことで、個々に合う学習ス

タイルとは何か、教える人は具体的に誰かを考え、ターゲットを絞ることができた。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

企業見学をさせていただいて、ベネッセコーポレーションの社員の方々が、教育をど

のように広げていきたいか、ということを深く考えていることがわかった。また、社

員の皆さんとお話しさせていただいた時には、自分たちのテーマにも関わる不登校へ

の教育をどのように行なっていくか、ということにも触れたり、社会全体の教育の課

題についても意見を交わした。社員の方の意見は、自分たちの考えの及ばない意見や

視点がたくさんあり、社会課題を解決していくのには広い視野で物事を考えていかな

ければならないと感じた。 
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６．資料抜粋 

 

 
７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 
今回の活動を通して、計画の難しさを学んだ。しかし、実際に行動してみることで新

たに分かることや別の視点からの課題が見つかるので、まず行動に移してみることが大
切。 

(2) 感想 
・資料やデータを集めて、気づきを共有した後そこから何を読み取りどう行動するのか

そこまで考えてはじめて「探究」と呼べると思った。 
・どのような質問や意見がくるのかを事前に考えその対策を考える事で学びがより深ま

った。 
・ターゲットを細分化する事で目指すべき目標、ゴールがより見えてくる事が分かっ

た。 
・多くの人の前で発表する機会があることでその場にいる人からも興味関心を持っても

らうチャンスになる。実際発表後声をかけてくれた方が現れ、私たちの探究テーマに
近いことを行なっている人と繋いでいただいた。 

(3) 後輩へのアドバイス 
・時間の関係で使わなくなったスライドは、質問されたとき等で使うことができるた

め、消さずにとっておいた方がいい。 
・画像や資料の出典を、URLだけでなく言葉でも表記した方がよい。 
・提案内容は、できるだけ具体的にする。（5W1H） 

８．最後に 
この度はご多忙の中、貴重な経験をさせていただきありがとうございました。こども

たちにどのような教育の選択肢を示すことができるのかを深く考えるきっかけを与えて
くださりありがとうございました。 
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超少子高齢社会を生き抜く上で 
株式会社ベネッセコーポレーション Ｂ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

超少子高齢化した社会でどのように生きていけば良いかを明らかにする。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

長年議論されているこの問題において自分たちが新しく効果的な政策を生み出すのが難

しいため、超少子高齢化した社会を前提としどのように生き抜くかを考える必要がある。 

 

４．探究の意義 

将来を見通すことで少子高齢化によって引き起こされる問題に適切に対処できる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた意見や指摘 

・複数の解決策を提示していた。 

   →どちらかに絞ってより詳細に考えてみても面白かったのでは。 

・高齢者社会を変えるのではなくそれを定数として扱いその上で自分たちができるこ 

とを考えているのが良かった。 

・もっと自分たちの意見・どう考えるかがプレゼンテーションの内容にあってもいいの

ではないか。 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・もっといろんな人にアンケートをとって今生きている若者の意見、働いている先生の

意見を集めてもよかった。 

・実際に働いたことがないためこの先働いてみることでもっとわかることもあるのでは

ないか。 

・もうちょっと自分の中で考え、解釈を深めて自分の意見を持てればよかった。 

・他の班の発表を見ていても思ったが、自分たちの解決策は壮大すぎていないため現実

味があった。 

・私たちの解決策は政府がするのを待つなどの受動的なものではなく、将来私たち自身

がすることのできる能動的なものであったところがよかった。 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

・働いている部屋ひとつひとつに意味が込められて名前がついていたのが印象的だっ

た。 

・会社の中にはいろんな学部の人がいた。 

・会社の中に一般の人もいけるプラネタリウムがあり、会社自体に地域の人たちに貢献

しようという想いがあった。 
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6,資料抜粋 

 

 
７．感想・後輩への一言 

  (1) 学んだこと 

・社会問題に対して新しく今まで見られなかった解決策を提案することの難しさ。 

・社会の現状を踏まえた上で適切に解決策を出すことの大変さ。 

・班のメンバーと話し合い、意見を擦り合わせていく事が重要だということ。 

・大企業の前で発表したり積極的に意見を出したりする中で度胸を育てられた。 

(2) 感想 

社会問題は今まで考えることがあまりなかったため、今回考えてみて今の社会で起こ

っていること、問題になっている原因を知る事ができた。また社会問題を実際に考える

場が設けられ、自分が当事者として考える事ができたと思うからよかった。 

自分たちのテーマ的に職場の環境について考える事も多々あったが、会社の訪問をし

てみて、より年齢による偏見や不必要な上下関係をなくすことが生産性の向上につなが

っていくと感じた。これから私たちが社会に出ていって問題に直面した時はこの経験を

活かしていきたい。 

(3) 後輩へのアドバイス 

・会社の方は優しい方が多いから堂々と自分たちの発表をするのが大切。 

・今の社会をニュースや新聞を通して知ることが重要。 

・テーマを決める際にはある程度の見通し(どのような現状があってそれに対して具 

体的に解決策を出せるかなど)を持って決めるほうが良いと思う。 

・探究の準備時間は短いからしっかりといつまでに何をやるか決めたほうがいい。 
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地球温暖化〜原因と解決策について〜 
本田技研工業株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

５名  

２．探究目的 

地球温暖化について調べ、原因から解決策を考察し、またそれによってどのような影響が起こ

るかを考察する。 

３．探究テーマを選んだ理由 

地球温暖化により気候変動、異常気象などの様々な現象が起きており必ず解決しなくてはいけ

ない問題である、また私たちの班は個人の探求の段階で全員が地球温暖化などについて探究し

ていたため、全員のアイデアを合わせてより良いものをつくることができる、と考えたため。 

４．探究の意義 

◯実現された時の社会への影響 

・人工光合成により二酸化炭素の削減また過程で発生するオレフィンを利用することで、さまざ

まな物を作ることができるようになる 

・バイオマス発電によりクリーンなエネルギーを発電できるようになる 

・クリーンなエネルギーを発電することができるようになることで電気自動車が普及し、それに

より自動車から排出される二酸化炭素を削減できる 

・比較的安定した気候になり人々が暮らしやすくなる 

・発電による環境汚染が少なくなる 

・二酸化炭素による温暖化が緩和され、既存の生態系の保護につながる 

◯SDGsへの貢献 

７エネルギーをみんなに、そしてクリーンに 

バイオマス発電によってクリーンな発電をすることができる 

13気候変動に具体的な対策を 

バイオマス発電、人工光合成による二酸化炭素削減で地球温暖化対策 

14海の豊かさを守ろう  15.陸の豊かさも守ろう 

地球温暖化対策によって大きな気候変動を防ぎ、生態系の崩壊を防ぐ 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・スライドの順番を工夫したほうがいい 

・自分たちで実験していたのが良かった 

・実験の条件を揃えたり、いろんな実験をしたりしたほうがいい 

・ライフサイクルアセスメントも考慮した方が良い 

・具体的にどのような影響があるかがあるとわかりやすい 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・スライドの順番を考える 

・実験を見直す 

・バイオマス発電や人工光合成の広い視点での影響を考える 

・自分たちでもできることをもう少し深く考える 

(3) 企業見学の感想 

・「ユニワン」などホンダの最新技術を見させていただいて技術力の高さや工夫に驚いた 

・現社会人の方とお話しさせていただいて貴重な経験になった 

・自分たちのアイデアを一流企業の方々に発表することで自分たちに足りないものを考えること

ができた 

・うまく話せなかった時でも社員さんにフォローしていただき落ち着いて話すことができた 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

・いろいろな意見を一つにまとめることの難しさ 

・他の班の人からの意見を聞く、客観的視点から見ることの大切さ 

・地球規模の社会問題に対して、解決策のアイディアを出すことの難しさ 

(2) 感想 

およそ半年間の探究活動を通して、私たちのグループが1番難しいと感じたことは、地球温

暖化というとても大きな問題についての解決策を考えることだった。 

どの方法も一長一短であったので、良いところを取り合わせて解決策を作っていった。私た

ちのグループは、もともと地球温暖化に興味があったので、テーマ設定や意義を決めるのはス

ムーズに進んだ。自主的に発表練習を行うことができたことも良かった。 

(3) 後輩へのアドバイス 

I…imagine「想像力を働かせる」 

G…go for it「努力する」 

N…no pain no gain「痛みなくして成長なし」 

I…improve「常に向上をする姿勢を大切に」 

T…try「何事にも恐れず挑戦する」 

I…insist「自分の意見をはっきり主張する」 

O…obvious「明確に説明する」 

N…never give up「あきらめない気持ちを持つ」 
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少子高齢化と日本の労働人口について 
本田技研工業株式会社 Ｂ班 

 

１. メンバー 

５名 

 

２. 探究目的 

日本で少子高齢化が進行しているが、その根本的な原因はどこにあり、どのようなこ

とをすればその問題が解決に近づくのかを明らかにする。 

 

３. 探究テーマを選んだ理由 

少子高齢化により労働人口の減少・社会保障費の負担が増えるなど経済に大きな影響

を与えることがあるため、この２つは深いつながりがあると思ったから。また、労働人

口を増やすことができれば日本の経済が改善されるのではないかと考えたから。 

 

４. 探究の意義 

企業の方々はこの事実や少子高齢化によって生まれる問題についてしっかり理解でき

ていると思うが、今の私たちは少子高齢化について知っていることは少ないと自分自身

この探究活動を行っていて感じた。そこで私たちが少子高齢化の問題点や改善策を生徒

たちに伝えることによって、当事者意識が生まれるのではないかと思う。そして、少子

高齢化に意識が生まれることにより危機感を感じ、これから政治に興味をもち積極的に

選挙投票に行くようになると思う。 

 

５. 企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・3つの仮説を設定するまでの過程を示した方がいい 

・原因→仮説→根拠の流れができていて分かりやすい 

・具体的な成功例が示されていてよかった 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・全ての仮説において具体的な事例を載せる 

・外国人労働者について雇用する企業側の意見も入れる 

・自分たちの考えだけでなくアンケートを採りもっと多くの人の意見を取り入れる 

・簡潔にまとめて話す量を減らす 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

・両手が自由に使える「UNI-ONE」 

→座ったまま体重移動だけで操作できるため子供からお年寄りまで使いやすい 

目線が歩行者とほぼ同じ高さになるため周囲の人と楽にコミュニケーションを取ること

ができる 

・公募で募集したアイディアの中から審査を通過したものに本田から出資をし、そのアイ

ディアを実現させる 

→従業員以外の個人も参加することができ、個人のアイディアが未来を創る 

・本田はものを作るだけの会社ではなく、人々の夢を実現する会社であることを知った 

・マッチングアプリに対する大人目線の意見を知ることができた(自分たちが思っている

よりも偏見が少ないことがわかった) 
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６．資料抜粋 

 

７. 感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

・答えのない社会問題を考える難しさ 

・一から解決策を考えるという発想力の重要性 

・自分たちが立てた仮説に対する根拠となるデータを集めることが難しく大事であるこ    

 と 

(2) 感想 

今回の企業研修では、自分 1 人ではなく誰かと協力し合いながら取り組むことの難し

さ、一から解決策を考えることの大変さを実感することができた。私たちがテーマとし

て考えた少子化は悪の立場となる人や状況がない、また成功事例が少ないため、解決策

を立てることが本当に難しかった。探究していくうえで社会問題に対する解決策を考え

ることの大変さを実感したので、問題となる前に個々の意識を変えるということが一番

大切なのではないかと感じた。また多様な価値観が生まれ様々な生き方が認められるよ

うになった時代だからこそ、1 つの正しい答えは存在せず多くの視点から物事を考える

ことが大事だということが分かった。 

(3) 後輩へのアドバイス 

社会問題への具体策を出すことが難しいと思いますが社会問題には様々な側面がある

ので問題をよく調べて色々な視点から考えることが大切。また、連想ゲームのように思

いついたことをどんどん言っていくと自分達なりの解決策を作成できる。研修の時は社

員の方々に実際の経験談や発表を聞いて感じたことをたくさん質問したほうがよい。新

しい意見や発想があり今後の探究や発表に役立つから。言われたことや質問の答えはメ

モしておくべき。 
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子供の教育と貧困の関係 
株式会社みずほフィナンシャルグループ Ａ班 

 

１．メンバー 

  ４名 

 

２．探究目的 

教育の格差によって起こる貧困問題は、どのように解決へ導くことができるのか。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

貧困を理由に子供の教育社会経験を失ってしまい、結果子供の学力不足を招き、低所

得あるいは所得がない生活を送るケースが多い。そこで、貧困の連鎖を解消する方法に

ついて調べたいと考えたから。 

 

４．探究の意義 

公的な支援についての知識を身につけ、新たな支援の方法を考え、より良い社会を築

くために我々がすべきことを考える基礎となる。また、日本の貧困問題の現状を理解す

ることができる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

  ・仮説と解決策の関連性を高めるための説明があると良い。 

  ・解決策に対する課題や否定的な意見も取り入れると良い。 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

  ・解決策の根拠を詳しく説明し、クロスカリキュラムを行うことのメリットを強調する 

   必要があると感じた。 

  ・活動事例を発表に取り入れたことにより伝わりやすくなった。 

  ・実際にアンケートをとり、結果を発表に取り入れた方がより説得力があった。 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  ・社内見学では、窓口業務のフロアや、貸金庫などを見せていただいた。特にお客様の

大事なものが厳重に保管されている貸金庫は、中まで入って見学させていただき、普

段決して見聞きすることのできない貴重な経験となった。 
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６．資料抜粋 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

プレゼンテーションを作成する上で、メンバーと話し合って効率よく作業を進めるこ

との難しさを学んだ。また、ある程度出来上がってきた時に論理の通っていない部分が

課題として出てきた。 

(2) 感想 

責任を持って活動を行うことと、コミュニケーションを取り協力することがグループ

ワークでは大切だと感じた。自分たちが設定したテーマを人に説明するということは現

在問題になっていること、背景、仕組みなどを一から話す必要がある。企業の方にプレ

ゼンをすることは、日常ではあまり体験することができないことであったが、私たちの

考えていたことが相手に伝わった時には喜びを感じた。今後の生活、探究活動に生かす

ことができる視点を持つことができ、貴重な経験となった。 

(3) 後輩へのアドバイス 

探究のテーマを決める時に、それが実際に検証することができるかをしっかりと考え

ることが大切であると感じた。私たちのグループは論文からのデータを提示して解決策

の根拠としたが、それでは説得力が強くなく、オリジナリティが出なかった。自分たち

が考えた検証を行うことで、プレゼンに大きな説得力を持たせることができると思う。

また、解決策に対する否定的な意見もあえて指摘することで、慎重で客観的な視点を示

すことができ、相手により深く納得してもらうことができると感じた。 
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戦争を否定的に捉えるには 
                     株式会社みずほフィナンシャルグループ Ｂ班 

 

１．メンバー 

  ５名 

 

２．探究目的 

国家間で戦争を肯定的に捉えるか否定的に捉えるかの違いが生じるのはなぜかを知る。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

・戦争を肯定的に捉える国があるから繰り返されているのではないか。 

・全ての国が戦争に否定的になれば戦争が起こらなくなる。 

 

４．探究の意義 

・戦争を否定的に捉える国を増やす方法を考えることができる。 

・国家の歴史や教育が国民の戦争への捉え方にどう影響しているのかを知る事ができる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

  多角的な視点から考えると戦争への捉え方は変わるのではないかという指摘を頂いた。民族

的視点、宗教的視点で考えると、国単位で戦争に対しての姿勢について考えることは難しい。

また、戦争によって儲かる人々もいるということへの気づきとなった。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

私たちは初めから、国単位での戦争に対する姿勢が重要であると考えを絞っていたが、もっ

と多角的な視点で考えるべきであったと思った。また、明確な根拠に基づいた論理的展開の難

しさを感じた。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

  企業見学では、貸金庫や相談窓口などの様子を見させていただいた。社員の方からは、みず

ほフィナンシャルグループ全般と銀行の仕事について、またライフプランやお金についてのお

話を伺った。 
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６．資料抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

   社会問題を解決するためのテーマを設定し、そこから私たちができることに繋げることの難

しさ。そして、論理的で明確な根拠に基づいた発表をするためには、まず自分達がその社会問

題について学び、知識を得ることが必要だと感じた。 

(2) 感想  

   探究活動をよりよくするためには、チーム内で活発なコミュニケーションを取ることが大切

だと感じた。1人では気づかないことも、班のメンバーの多角的な意見を取り入れることで、

新しい視点を見つけることができた。 

   一方で、テーマと結論の繋がりをもたせることが難しくなり、行き詰まってしまったことも

あった。そんな時こそ活発に議論を重ねていきながら、思い切って新しい内容を加えるといっ

た決断をしたことが、私たちのより良い探究活動の鍵になったと感じた。 

(3) 後輩へのアドバイス 

   多面的、多角的、客観的なアプローチを心がけて探究活動を進めるとよい。また、アンケー

トなどを活用すると、仮説の信頼性、客観性が増す。 
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避難生活における問題点 
横浜ゴム株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

４名 

 

２．探究目的 

  人口に対する備蓄の量はどれくらいか、備蓄品を増やすことは出来るのか、期限切れの食

品はどうなるのかなどの備蓄の現状を明らかにする。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

  1月1日に発生した能登半島地震では地震発生直後に飲料水などの必要物資が不足したため

備蓄の現状を把握したいと考えたから。 

 

４．探究の意義 

    私たちが想像している備蓄と実際の備蓄とのギャップを明らかにすることで、個人での備

蓄の促進や、課題に対する解決策を提案することで解決へ近づくことが期待される。 

 

５．企業への発表を終えて 

 (1) 企業からいただいた指摘や意見 

    ・備蓄にターゲットを置いているので、まずは初動用の備蓄についてなのか、備蓄とはど

の期間に必要になるものなのかについて考えると良い 

   ・備蓄品を保存するスペースを確保する方法や、余ってしまった備蓄品が無駄にならない 

方法を考えると良い 

   ・色々な観点から備蓄を増やした場合の解決策についていいアイデアはあるのか 

    

 (2) 発表を終えて考えたこと  

  ・企業の人へわかりやすく伝わるように発表する難しさを感じた。 

  ・保管スペースの説明のグラフや表をもっと良いものにする。 

  ・横浜ゴムの強みが出る製品を開発する。 

 

 (3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

      工場内を実際に見学して、タイヤを開発・製造するプロセスで、厳しい品質管理の実態

を目の当たりにし、驚きました。また、プレゼンテーションを行う際には社員の皆さんが

常に温かい雰囲気で見守ってくださったので、安心して企業訪問を乗り越えることができ

ました。高田高校のOBの方々とは地元の話題や当時の高田高校の話で盛り上がるなど、貴

重な時間を過ごすことができました。 
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６．資料抜粋 

 
 

７．感想・後輩への一言 
 (1) 学んだこと 

  自分達だけでテーマから決め、一つのものを作り上げることは簡単ではないということ
や、周りの人の協力がなければ良いものをつくることは出来ないということを改めて実感
しました。また、様々な視点からの意見を得られるため、プレゼンテーションの内容がだ
んだん良くなっていくのを実感でき、目標を達成することの喜びを知ることができまし
た。 

 (2) 感想 
  テーマを決めてから何を調べるべきか、何を示せば信憑性が増すのか考えるのが大変で
した。東京研修当日、プレゼンテーションが発表できるレベルのものか不安でしたが、実
際に訪問したところ皆さんが優しく接してくださったため、安心して発表することができ
ました。班の仲間と意見を出し合い、協力してプレゼンテーションを作ることができたた
め、本当に楽しく探究活動ができました。今回の企業研修での経験をこれからに生かして
いきたいと思います。 

 (3) 後輩へのアドバイス  
   私達のグループは夏休み中に実際に調査に行ったり見学に行ったりしました。実際にそ

の場に行ったことで分かったことが沢山ありました。実際に調査に行ってみることをお勧
めします。そして気になったことがあったらすぐに調べたり聞いたりすることが大切だと
思います。そして発表の時には鋭い指摘や難しい質問をされることがありますが、落ち着
いてこの課題について一番理解できているのは自分達だという自信を持って笑顔で頑張っ
てください。 
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日本の原子力の現状−認知度向上のために− 
横浜ゴム株式会社 Ｂ班 

 

１．メンバー 

５名 

 

２．探究目的 

日本の原子力の現状について人々に正しく理解してもらうにはどうすれば良いのかを考

える。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

きっかけは、ニュースで原子力関連の話題を目にすることが多いと感じたことだ。今

回、特に原子力の認知度向上を取り上げた理由は、日本の原子力の認知度が低いことを知

ったからだ。また、柏崎刈羽原子力発電所を近くに有する私たちにとって、身近な課題だ

と考えたからだ。 

 

４．探究の意義 

日本の原子力の問題について考えるきっかけにする。 

原子力に対する人々の意識を向上させる。 

一人ひとりが原子力の問題について考えや意見を持てるようになる。 

 

５．企業への発表を終えて  

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・自分たちの立場を明確に書いた方が良い。 

・今後どうするかについての言及があると良い。 

・悪い側面に限らず、良い側面についての説明が欲しい。 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・もっと多くの物事を考える重要性を感じた。 

・テーマをより時間をかけて決めることで後々困ることが少なかったのではないか。 

・合理的な解決策を挙げることができなかった。 

・グループでの話し合いの時間をもっと増やすべきだった。 

・様々な視点から、テーマについて考えるべきだった。 

・スライドを見やすくするためにグラフや表を大きくすることが大事だと感じた。 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

・安全で良質な製品を届けるために、全てのタイヤが正常に動くかテストしていること

に驚いた。 

・様々な項目のテストを乗り越えた製品が私たちのもとに届けられていることを知っ

た。 

・社員の方一人一人が責任や誇りを持って仕事に取り組んでいることを感じた。 

・製品の現状の品質に満足せず、さらに良いものにしようと努力し続けている。 
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６．資料抜粋 

 

 

 
７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

自分たちでテーマから決め、それをグループで時間内に仕上げる難しさや、大きな企

業でそれを発表するという緊張感は大変貴重であった。また、改善策、解決策を考える

ときは効果、現実性のどちらの面も考えなくてはいけないため大変であったが、将来的

にとても有意義なものであると思う。 

(2) 感想 

この半年間の探究活動はとても大変で、チームで意見をまとめるのにとても時間がか

かってしまった。まずテーマを考えるのに時間がかかってしまい、7月に企業に送った

資料はほぼ未完成な状態。そこからまた、時間の少ない中でテーマを変えるなど、大変

なことが多くあった。自分に割り振られた仕事を、時にはメンバーに相談しつつも、必

ず自分でやらなければいけない。このような状況の中で、方向性を見失わないために

は、やはりテーマの再確認が必要だと思った。そして、チーム全員でプレゼン資料を完

成させた。今回の探究活動はこれからの人生でとてもいい経験になると思う。また、チ

ームでの活動をこれからも大切にしていきたい。 

(3) 後輩へのアドバイス 

この活動において、私たちが大事にしてきたことの一つは、調べた情報を正しく判断

する「情報リテラシー」だ。その情報は本当に信用できるものなのか、自分たちのテー

マや解決策の根拠として機能しているのかをしっかり確認してからスライドに載せて欲

しい。そうすることで、探究活動を問題なく進めることができると思う。 
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先端農業 
ＪＣＣ株式会社 Ａ班 

 

１．メンバー 

５名 

 

２．探究目的 

・日本で先端農業の導入率が低いのはなぜか。 

・小規模でも先端農業を行えるような仕組みを作る必要はあるのか。 

・操作は高齢者が行えるくらいの難易度なのか。 

・スマート農機を使用したときの生産効率。 

・導入コストを抑えるためにはどうしたらよいのか。 

 

３．探究テーマを選んだ理由 

・日本が発展していくために必要だから。 

・人々の生活に深く関わっているから。 

・近年、注目されているものだから。 

・農業が身近にある新潟県に住んでいるから。 

 

４．探究の意義 

・プログラミングやデータを農業の場に生かし、さらなる農業の発展と農業従事者の増加を

図る。 

・人口の減少が著しい今の日本でスマート農業の導入により、肉体労働の負担を軽減し、少

ない人員でも生産力の維持や向上が期待できる。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・スマート農機の写真があると良い。 

・各会社でデータを揃えることによる会社側のメリットはあるのか。 

・現状の課題から解決方法の提示までの流れがスムーズで良かった。 

・スマート農業を推進することで若者は農業をしたいと思うのか。 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・互換性を高める企業側のメリットを作る必要がある。 

・データ不足を解消する必要がある。 

・互換性について探究した着眼点は適切だった。 

・課題についてきちんと向き合い、本質を理解することが重要。 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談  

・プログラムを作っている社員の方の机にはパソコンが二台あって、動作を確認しながら

制作していた。 

・どんなところでプログラムが活用されているのか。 

・高田高校の各教室に電子黒板が整備されたこと。 

・今年の共通テストから情報が入ること。 
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６．資料抜粋 

 
 

 
 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

今回の活動を通して、企業に行う提案を考えることの難しさを実感した。それを考える

ことで、現状を俯瞰して何を解決することが重要なのかを把握することや、意見を交換し

合い協力することが大切だとわかった。  

 

(2) 感想 

１から自分たちで提案を考え、企業様に発表することは間違いなくこの先に生きてくる

ことだと思う。高校生の視点からしか見えないことがあるのと同時に、高校生からは見え

ない視点が多くあった。また、限られた準備時間の中で発表を作り上げることの難しさを

痛感するとともに、それを乗り越えるためにチームで協力する大切さを学んだ。 

 

(3) 後輩へのアドバイス 

いつなんどきも楽しくやりましょう。楽しくやっていれば自ずとやる気が出てきます

し、誰かがいいアイディアを突然出せます。いいアイディアとは複数の問題を一気に解決

するものです。そして、楽しく全力でやれば自分の作ったものに必ず納得できます。 
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AI と介護 
JCC 株式会社 B 班 

１．メンバー 

５名 

 

２．探究目的 

高齢化などで介護が大きな社会問題の一つとなっていることから AI を活用することで介護の
課題を解決することができるのではないかと考えたから。 

 

３．提案の概要 

・介護アプリの活用 

・要支援者への情報収集機器の配布 

・AI を活用し要介護者を減らす 

 

４．実現されたときの会社への貢献、SDGs の貢献 

・SDGs の 3 番の目標の達成に貢献することができる。 

・主に介護士の負担が減る。 

 

５．企業への発表を終えて 

(1) 企業からいただいた指摘や意見 

・方向性・着眼点良い 

・健康管理する機器の配布方式などと詳しい説明があるとよい 

・少子高齢化問題を先延ばしすることになり根本的解決にならないのではないか 

 

(2) 発表を終えて考えたこと 

・発表を根拠あるものにするために医療関係者にも話をきく 

・あらかじめ質問を予想しておき幅広く対応できるようにしておく 

・視野をもっと広げていろんな可能性を考慮しておく 

 

(3) 企業見学・社員の皆さんとの懇談 

・将来や大学選びなどについて 

・好きなことを続けることが大事である 

・普段行っている仕事内容 
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６．資料抜粋   

 

 

７．感想・後輩への一言 

(1) 学んだこと 

・メンバーとの協力が不可欠 

・役割分担の大切さ 

・企業や個人などさまざまな視野から客観的に考えることが必要 

・多くの意見をまとめることの大変さ 

(2) 感想 

今回の企業研修では、説得力のある発表をメンバーと協力してつくりあげることの難かしさを
学べた。企業訪問を通して、企業の方からのアドバイスをいただき、新たな視点に気づくことが
できた。実際に企業で発表をしたことで、緊張感を感じることができとても良い経験になった。 

(3) 後輩へのアドバイス 

・時間を有効に使うべき 

・今の自分たちに考えやすいテーマにする 

・質問に答えられるようにしっかり準備しておく 

・積極性をもって行動に移す 

・あらかじめ当日の計画を立てておく。 
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探究学習発表会 
 
令和 6 年 10 月 23 日(水)  高田城址公園オーレンプラザ・ホール 
１． 開会式 

開会挨拶 新潟県立高田高等学校 校長 
生徒代表挨拶 新潟県立高田高等学校 生徒会長 

２． 発表 
(1)日本ケミコン株式会社 A 班 二酸化炭素の削減 
(2)石油資源開発株式会社 B 班 小水力発電を広めよう 
(3)シティユーワ法律事務所 B 班 「自分の好きな自分」であるために 
(4)株式会社ベネッセコーポレーション A 班 寺子屋プロジェクト 

～どのような人にどのような教育の機会を与えることが公平なのか～ 
(5)株式会社ぐるなび A 班  先進的な少数社会について 
(6)住友生命保険相互会社 A 班 少子化における保育の役割 
(7)株式会社テラスカイ B 班  「助けて」が言える日本にするには？ 
(8)日本ケミコン株式会社 B 班 エネルギー使用の最適化 

３．閉会式 
  審査員が以下の観点で審査し、表彰しました。 

(1)課題に関する説明 
(2)解決に向けたアプローチ 
(3)東京研修からの学び 
(4)客観的な事実や情報の提示 
(5)事実や情報による主張の強化 
(6)発表時間、発表技術、協働性 
講評 高田高校校友会東京支部 副幹事長 

  表彰 最優秀賞 佐久間曻二杯 株式会社ベネッセコーポレーション A 班 
     優秀賞         シティユーワ法律事務所 B 班 
           石油資源開発株式会社 B 班 
 
（生徒会長挨拶） 
私たちが社会課題について考えていく中で、その問題の切実さを知ることができました。 
また、その問題の解決はとても複雑で困難ということを教えてくれました。 
そんな中でも東京研修は私たちに立ち向かう勇気と希望を与えてくれました。 
社会課題は抽象化して考えるものではなく、自らの行動と共にあるものです。 
この貴重な経験をくださった、生徒の皆様に心から感謝申し上げます。 
そして審査員の皆様、ご来賓の皆様、本日はお越しくださいまして誠にありがとうございました。 
私たちはこの学びを深め、次なる視点を構築していきたいと考えています。 
ご意見、ご質問いただけると幸いです。 
本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

92



令和 6年度 2 学年探究 アンケート結果（自己評価） 
 
  A（十分満足できる） B（おおむね満足できる） C（努力を要する） 

探究を始める前に 班での協働、傾聴 80% 19% 1% 

テーマ設定 文献調査、原理の理解 69% 31% 1% 

検証方法 67% 32% 1% 

仮説を立てる 根拠に基づいた適切な

仮説 

75% 24% 1% 

検証可能な仮説 59% 39% 1% 

結果の分析 データの評価 66% 31% 2% 

論理的に結論を導く 60% 39% 1% 

成果をまとめる スライド・報告書の作

成 

80% 18% 1% 

発表・表現 81% 17% 1% 

探究の流れ 先生・専門家・研究者

のアドバイス 

75% 25% 1% 

提出物 期日・内容 71% 28% 1% 

 

資質・評価に関する評価 

(1) 科学技術に関する研究の意義や、イノベーションが社会課題の解決に果たす役割等について理解を

している。 

(2) 適切な情報収集を通じて、多角的、複合的に事象を捉え、論理的に課題を設定して探究し、課題を

解決する力がある。 

(3) データサイエンスを活用するなど、科学的な手法を用いて、探究の過程を遂行する力がある。 

(4) 探究した結果をまとめ、論理的かつ的確に伝える力がある。 

(5) 様々な事象や課題が対し、粘り強く考え行動し、課題の解決や新たな価値の創造に向けて挑戦しよ

うとする態度、探究の過程を振り返って評価・改善しようとする意欲がある。 

(6) 物事の本質を見抜くとともに、深く調べ、論理的に理解した上で、独自の視点や新たなアイデアを

持って探究に取り組もうとする態度がある。 

(7) 多様な他者との対話をとおして、自己の考えを広めたり、深めたりする態度がある。 

 ５ とても当ては

まる 

４ やや当てはま

る 

３ ふつう ２ やや当てはま

らない 

１ まったく当て

はまらない 

(1) 33% 44% 20% 2% 1% 

(2) 42% 42% 12% 3% 1% 

(3) 21% 34% 34% 10% 1% 

(4) 45% 37% 15% 2% 1% 

(5) 55% 35% 8% 1% 1% 

(6) 41% 44% 12% 4% 0% 

(7) 66% 24% 7% 2% 0% 
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第 16回研修を振り返って 

２学年主任 奈良あすか 

１ はじめに 

 令和 4（2022）年 4 月から導入された新課程にそって本学年の学校設定科目「探究Ⅰ・Ⅱ」のゼミ活動

は「変化の激しい時代を生き抜くために必要な力とは何か」を教員で協議することから始まった。個人研

究か、グループ研究か。テーマ設定はどうあるべきか、各自の活動をどう評価するのか等、生徒と共に試

行錯誤しながらプログラムを進めた。生徒は、まず個人で関心のある社会問題についてレポートし、それ

をもとにチームを編成した。その後、チームとしてのテーマを設定し、協働で探究した。 

今年度２年生も東京研修を実施。現地で訪問した各所では、生徒達の探究過程・発表に対して多くの

方々から批評・助言をいただいた。その後、校内発表会でお互いの探究成果を共有し合った。 

第 16 回東京研修に多大なる協力をくださった首都圏の各企業や大学病院をはじめ、高田高等学校校友

会および校友会東京支部の皆様に厚く御礼申し上げます。 
 
２ 科目「探究」の目標 

➊学びの基礎力 をつける 

〇他者と協働する力  〇主体的に学ぶ力  〇根気強く取り組む力 

➋探究力 をつける 

〇専門的知識や理解力 

〇批判的思考力、情報収集力や分析力、論理的思考力 

〇社会課題に気づき、課題や問いを立て、問題解決の方策を探る力 

➌学びを活かす力 をつける 

〇企画・構成力 

〇プレゼンテーション力 ( 表現力、伝える力、姿勢 ) 

〇多様な現場、他者と対話し、学ぶ力 
 
３ 科目「探究」におけるゼミ活動について 

(1)プレゼミ活動（１年生２学期） ～上越地域における課題を探究する～ 

   「商業の活性化（上越妙高駅）」、「商業の活性化（本町商店街）」、「商品のブランディング」、「エネ

ルギー問題」、「環境保全」、「ＩＴで地域を活性化」の６分野で実施。 

   分野の中で、さらにテーマごとにグループを編成し、協働して探究。地域の方を指導者として学校

へ招き、探究成果発表を批評・助言いただいた。振り返りは、個人レポートを作成した。 

 (2)ゼミ活動（１年生３学期～２年生２学期） 

    ①「十代として向き合う社会の問題」をテーマに関心のある社会課題について個人レポート作成。 

     ②訪問企業（22企業）の決定、個人レポートをもとに探究チーム（44 チーム・4～6名）編成。 

（文系クラス 9企業・18 チーム、理系クラス 13 企業・26 チーム） 

     ③グループで探究するテーマを設定し、協働して探究活動。 

     ④訪問企業に「予備提案書」提出、フィードバックをもとに修正、探究。 

     ⑤文理混合で中間発表会（様々なチームを混合して 4～5名のグループをつくり、自チームの探究

経過を持ち寄り、個人で発表し合って意見交換）実施。 

     ⑥完成させたプレゼンテーションを、東京研修で企業を訪問して発表。 

    ⑦校内発表会（予選 44 チーム→本選 8チーム）最優秀賞１チーム、優秀賞２チームを表彰。 
 
４ 探究における「対話」の重要性 

  自ら問いを立てて、その解決に向けて「探究」する力をどう育成するのか。その過程においては対話

が欠かせないと改めて感じた。チームでテーマや探究方法を定めるには、他者のアイデアを忍耐強

く理解しようと努めなければならない。発表会では、他のチームの成果に対して抱いた疑問や意見

を伝える力が必要だ。訪問先企業の担当者からの助言は正確に把握して活かしたい。探究活動には

「対話」を通して共通解、納得解に辿り着こうとする粘り強さが、生徒にも、指導者にもより一層求

められることを学んだ。 
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